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図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

工事名称

工事場所

主要用途

階数

構造種別

耐震安全性の分類

建物高さ

工事種別

増築計画

架構形式

耐震構造方式

・ 有り

・ 新築

Ｘ方向

Ｙ方向

地上　　　　　　造

地上　 2　階

構造

構造

延べ面積

軒高

地下　 0　階 塔屋　 1　階

・ 耐震構造 ・ 免震構造 ・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

a　耐震設計条件

地震荷重

計算ルート

設計層間変形角

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

X方向

Y方向

X方向

1. 建物概要

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

　　(　　　　　)秒

第　(　　　　　)　種地盤

Z=

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

基準風速　(V )

地表面粗度区分

b　耐風設計条件

0 (　　　　　　)　m/秒

・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

建設地の標高

多雪区域の指定

c　耐積雪設計条件

(　　　　　　)　m

・ 有り ・ 無し

設計垂直積雪量 (　　　　　　)　cm

・ 無し

特記仕様書(構造関係)

Ⅰ　建物構造概要等

2. 構造計算条件

・ 増築 ・ 改築 ・ 移転

Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

適
用
範
囲

・特記仕様書１　仕様書　Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)番号○～番号○までの工事種目)

・

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

地
4

業
工
事

1  支持力又は支持地盤 (4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

・図示

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

長期設計支持力度　

・(          )kN/m 　　・
2

の確認

支持地盤の位置及び種類

地盤の載荷試験(平板載荷試験)

試験堀り

・行う　　・行わない

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

(4.2.4)(4.2.5)

・行う

・行わない

試験位置及び載荷荷重

試験

２ 液状化対策 ・ 行う　(工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。)

種類等

地業

３ 既製コンクリート杭 (4.3.3)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

SC杭の鋼管材料

・SKK400  ・SKK490  ・

杭先端部形状　　 (4.3.3)

施工方法 (4.3.4～4.3.5)

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.2.2)(4.3.5)

・セメントミルク工法 (4.3.4)

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

・1.5ｍ程度　　・

杭の支持地盤への根入れ深さ

・1.0ｍ以上　　・

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

・1/100以内　　・

寸法、継手、性能等　 (4.3.3)

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット

上杭

中杭

下杭

長期設計支

持力(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜) 杭長(m) 数

コンクリート

強度(N/mm)
2

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

杭周固定液　　

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・使用する　・使用しない

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.3.5)

工法

(4.3.5)

・1/100以内　　  評定条件又は認定条件による　・

(4.3.6)杭継手工法　　

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

杭頭の処理(切断方法)

・処理する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

(4.3.8)
※処理しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

４ 鋼杭地業

・開放形　・半開放形　・閉そく形

(4.4.3)

施工方法　　

・特定埋込杭工法

杭先端部形状

(4.4.4)

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

工法

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.4.3)

(4.4.3)(表4.4.1)寸法、継手、性能等　

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット数

上杭

中杭

下杭

長期設計支持力

　(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜) 杭長(m)

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

(4.3.5)

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.4.5)杭の現場継手

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

(4.4.6)杭頭の処理(切断方法)　　

・切断する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

※切断しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

コンクリート杭地業

５ 場所打ち

  高炉セメントB種　　　・

2

コンクリートの設計基準強度　　  (　　　　)N/㎜

コンクリートの種別　　

(4.5.4)

(4.5.4)(表4.5.1)

(4.5.4)

Ｇ

鋼管巻き材料　　

・オールケーシング工法(・揺動式　・全周回転式)　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

掘削工法 (4.5.5)

構造体強度補正

・評定条件又は認定条件による

・3N/㎜   ・
2

・A種　・B種

併用する工法

セメントの種類　　

(4.5.1)(4.5.5)

鋼管径、板厚、長さ等

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.4)

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所とし、位置は構造図(　　　　　　)による　　

測定方法　

測定箇所数及び測定位置

・行わない

※行う　　

孔壁測定 (4.5.5)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

(4.5.5)

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　・

(4.5.4)

(4.5.4)

・100㎜以下　・

・超音波測定器　・

・図示による（　　　　）

杭の傾斜　　

・構造関係共通図(配筋標準図)6.2帯筋(a)④丸形(ロ)による

杭断面・長期許容支持力等

試験杭

本杭

軸径 セット数

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

備考拡底径

(mm)

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.5.4)(4.5.5)

杭長

(m)

・SKK400　・SKK490　・

※ 再生クラッシャラン Ｇ

６ 砂利地業 材料

厚さ及び適用範囲

・ 切込み砂利及び切込み砕石

厚さ

・ 60

 ・

適用箇所

・基礎スラブ下　・基礎梁下　・土間コンクリート下　・土に接するスラブ下

７ 捨コンクリート地業 厚さ及び適用範囲

厚さ

 ・ 50

 ・

適用箇所

・基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・土に接するスラブ下

(4.6.4)

８ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) ・

(4.6.5)

防湿工法　

防湿層の位置　

・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

(4.6.5)

(4.6.5)

施工範囲

(4.6.3)

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

９ 地盤改良

（セメント系固化材

　を用いた工法によ

　る改良）

・浅層混合処理工法

工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

・深層混合処理工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

１０ 置換コンクリート地業 形状等

(ラップルコンクリー

　ト地業) 支持地盤の長期設計支持力

支持地盤

型枠使用の有無

(　　　　　　　　) kN/m

・ 無し

2

5
鉄
筋
工
事

１ 鉄筋の種類
規格の名称

(異形鉄筋)

鉄筋コンクリート

種類の記号 適用箇所

用棒鋼

・ SD295

・ SD345

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 適用箇所

形状等２ 溶接金網
(5.2.2)

種類 種類の記号

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

抜取試験　 (5.4.10)

・超音波探傷試験　

・引張試験

試験片の採取数は、１ロットに対して(※３本・５本)とする
試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるとき
　　　　　　 は200箇所ごととする
試験片を採取した箇所の処置：標準仕様書5.4.9による

試験の箇所数等

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とし、無作為に抜き取る。

(5.2.1)(表5.2.1)

３ 圧接完了後の試験

呼び径(mm)

※ D16以下

※ D19以上

(5.4.10)外観試験　

※行う(全数)

継手方法

適用箇所

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

・ 杭主筋

継手方法と適用径の範囲

・ ガス圧接継手(D19以上)　　・

・ ガス圧接継手(D19以上)　　・ 重ね継手(D16以下)

・ ガス圧接継手(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

・ 重ね継手 ・

・ 耐力壁 ・ ガス圧接継手　・重ね継手

４ 鉄筋の継手 (5.5.3)(5.6.3)

６ 主筋の継手位置等 (5.3.4)カットオフ鉄筋の長さ

・構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3による(　・全て　・下記以外全て )

・上記以外の位置

基礎梁主筋の継手

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.2による( ・全て ・図示 ・　  　   )

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.3による( ・全て ・図示 ・　       )

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.4による( ・全て ・図示 ・ 　      )

７ 鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

及び間隔

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・無し

(溶接金網含む)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さ　

・無し

・最小かぶり厚さ(　　　　　)㎜　

・構造関係共通図(配筋標準図)表4.1による

・

・構造関係共通図(配筋標準図)表4.1に加える厚さ　　(　　)㎜

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

８ 機械式継手

種類(　　　　　　　　　　　　　　　　)

(5.5.3)適用箇所

(5.5.3)

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　

・Ａ級　・

(5.5.3)

(5.5.3)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　 (5.5.5)

・構造関係共通図(配筋標準図)による。１０ 各部配筋

組立の形の種別　　１１ 帯筋

・構造関係共通図(配筋標準図)6.2(　　　　　　　　　　　　　　　　)による

補強形式１３ 梁貫通孔の補強

耐震壁　　

一般壁　　１２ 壁開口部の補強

・

・認定工法

梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト

・構造関係共通図（配筋標準図）8.4(　　　　　形　)による

・ 行わない

試験の箇所数は、１ロットに対して３０箇所とする。

※

※

　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・

・図示　・意匠図による

・図示　・

・図示

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・柱主筋　・梁主筋

・図示　・

・鉄筋継手工事標準仕様書による　・図示による（　　　　）

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・構造関係共通図(配筋標準図)11.2(　　　　　形　)による

・図示　・

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

（２）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印の付いたものを適用する。

○

○ ○

○

　４） 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の

調達の推進に関する基本方針（平成25年2月閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。
□Ｇ

（建築工事編）（令和４年版） 」（以下、「標準仕様書」という。）による。

　１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

・ SD390 ※ D29以上

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

杭の載荷試験 (4.2.3)

・行う　（・水平載荷試験　　・鉛直載荷試験）

※行わない

試験位置及び載荷荷重

・図示

・遠心力プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

根固め液及び杭周固定液の管理試験

・図示による（　）　

・標仕4.3.4による　

杭の支持地盤への根入れ深さ　　

※工法ごとに定められた条件による　

　　※有効率100％対応製品　

・標準品　

その他

・既製コンクリート基礎ぐいの施工については、国土交通省告示468号「基礎ぐい工事の適正な
(4.3.9)

　施工を確保するために講ずべき措置」によるものとする。

コンクリートのスランプ

・（　　　　）

・鉄筋の強度が異なる場合、形状が著しく異なる場合又は径の差が7㎜を超える場合は、圧接を

　行ってはならない。ただし、鉄筋の強度が異なる場合においては、SD345とSD390の圧接を行う

　ことができる。

(4.5.4)(4.5.6)

５ 鉄筋の定着長さ 鉄筋の定着長さ

・図示による（　　　　）

(5.3.4)

機械式定着工法の適用箇所及び種類

・図示による（　　　　）

９ 溶接継手 適用箇所

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

・Ａ級　・

(5.6.3)

(5.6.3)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　

・図示　・

・鉄筋継手工事標準仕様書による　・図示による（　      ）

鉄筋相互のあき

・図示による（　　　　）

溶接継手の工法

・図示による（　　　　）　・重ねアーク溶接

(5.6.3)

(5.6.3)

・在来工法

・図示

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

紫波郡矢巾町矢幅第9地割地内

体育館 意匠図による

意匠図による意匠図による

0.196

2

1.0

3

3

1/800

1/200

1/700

1/200

30

106.042

80

250

図示

図示

図示

WFP 意匠図による

（各班初回の１ロットのみ）

・鉄筋径の1.5倍以上

　　支持層

　　・シルト混じり礫質土（設計地耐力：250kN/㎡）

以下それぞれ行う。

RC

耐震壁付きラーメン

耐震壁付きラーメン

・ 有り

軸部：W-I型、仕口部：H形,W-I型

地下　    　　    　　　造(アリーナ屋根鉄骨造)

柱梁主筋

H

250

　　・シルト混じり礫質土
※認定工法への変更は監督職員の承諾を得て可とする

S-001

構造特記仕様書（１）

-(A1)
-(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

1 コンクリートの

種類及び品質
6
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

※ 普通コンクリート　　・軽量コンクリート

設計基準強度 気乾単位
適用範囲

Fc (N/mm)
2

(t/m )3

2.3程度

(6.2.1～4)

スランプ

(cm)

15
・ 18

※ 65

２ コンクリート 類別

・ Ⅱ類

(6.11.1)

※ Ⅰ類　

３ セメントの種類 セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント

・混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

適用箇所

・全て

・

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱 7日

28日

352J/g以下

402J/g以下

(6.3.1)(表6.3.1)

・ フライアッシュセメントＢ種 Ｇ ・

４ 骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分

　A

 ・B

(6.3.1)

５ 混和材料  ・混和剤の種類 (6.3.1)

(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m 以下)
3

 ・混和材の種類

(JIS A 6204によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

(JIS A 6201によるフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種若しくはⅣ種、

JIS A 6206による高炉スラグ微粉末、

化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。

６ 無筋コンクリート コンクリートの種類

※普通コンクリート　・ (6.14.1)～(6.14.3)

設計基準強度
セメントの種類 適用箇所

Fc (N/mm)
2

・普通ポルトランドセメント

スランプ

(cm)

※18

・

※15
又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

７ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

目地寸法 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

ひび割れ誘発目地の位置

　　※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

(6.8.1)

(6.2.5)(6.8.2)

適用箇所種別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ８ コンクリートの仕上り

９ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　 ・

(6.8.2)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　・20㎜　 ・

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜　 ・

打増し厚さ

打増し範囲

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

・10㎜　・20㎜

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行なう

１０ 型枠 せき板の材料

・合板　　※12㎜　　・　㎜　

(6.8.2)

スリーブの材種

・標準仕様書 6.8.2(9)(ｲ)及び標準仕様書 表6.8.1による

・床型枠用鋼製デッキプレート

(6.8.2) (表6.8.1)

１１ 型枠の存置期間及び 標準仕様書6.8.4による。

取外し

(6.8.4)

１２ コンクリートの養生 標準仕様書第6章第7節による。

方法

(6.7.1～3)

使用箇所等　※図示　・

１３ 圧縮強度及び試験方法 標準仕様書6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4による。 (6.5.5)(6.9.2～4)

１５ コンクリートの単位 ・ 行わない

水量測定 ・ 行う

実施要領　　

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

ある場合はそのまま施工する。

３

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m  の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m  の範囲に
３

３

３

３

３

鉄

7

骨
工
事

１ 鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製

作工場の性能評価基準」に定める「( Ｍ )グレード以上」として国土交通大臣から認定を受け

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

た工場又は同等以上の能力のある工場

(7.1.3)

・監督職員の承諾する製作工場

・適用しない

(7.1.3) (7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)２ 施工管理技術者 ※適用する

５ 鋼材 鋼材の材質

種類の記号 規格等適用箇所

※ JIS規格による

※ JIS規格による

（7.2.1)(表7.2.1)

６ 高力ボルト 区分

・トルシア形高力ボルト

・JIS形高力ボルト

高力ボルトの径

すべり係数試験

※行わない ・ 行う

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

７ 縁端距離、ボルト間隔、

ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

※構造関係共通図(鉄骨標準図) 1 縁端距離及びボルト間隔による　・

ボルト径、ゲージ等

(7.2.2)(7.3.2)

摩擦面の処理

※ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

　・ブラスト処理以外の特別な処理方法

　・りん酸塩処理（すべり係数値0.40以上）

８ 溶融亜鉛めっき高 セットの種類

・1種(F8T相当)　・力ボルト

(7.2.2)

(7.12.5)

   材質

適用

・構造用アンカーボルト

・SS400 ・

・JIS B 1220 SNR400B

・建方用アンカーボルト

９ アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・構造用

・建方用

・標準仕様書 表7.10.1　( ・A種　・B種 )による　・

(7.2.4)(表7.2.3)(7.10.3)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)１０ 柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

・標準仕様書 7.2.9による   　　・

品質及び試験方法

・標準仕様書 表7.2.5による   　　・

モルタルの種別

・無収縮モルタル　　・

工法の種別

・標準仕様書 表7.10.2

・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

・羽子板ボルト　　・

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

・割枠式　　・パイプ式

１１ ターンバックル 種類 (7.2.6)

ねじの呼び (7.2.6)

１２ デッキプレート (7.2.7)(6.8.3)工法の種別

・合成スラブ

・床型枠用

・

材質、形状及び寸法

鉄骨部材への溶接方法

耐火認定

・あり(CD管等打ち込み時の耐火被覆吹付　※要　・不要)　

１３ 頭付きスタッド

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

・ 80 ・ 100 ・ 12016φ

19φ

22φ

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

(7.2.8)

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

１４ 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・

・構造関係共通図(鉄骨標準図)(5(7)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　１６ 溶接部の試験

・

・

・

・

・

・・第６水準

・全て

検査水準

節

(7.6.12)

　行う

・行わない

AOQL(%)　　

・　

・4.0　・2.5

・4.0　・2.5

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・ 抜き取り検査①

独立行政法人建築研究所監修

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

※ 抜き取り検査②

・行わない

スカラップの形状　　１５ 溶接接合 (7.6.7)

・改良型　・ノンスカラップ

鋼製エンドタブの切除

適用箇所

・行う

・全て

塗料の種別
(7.8.2)(18.3.2)

　種別

鉄鋼面

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ａ種

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

亜鉛めっき面

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.2 Ａ種

・

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

適用箇所

・ 屋外　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・ 屋内　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・

・屋外，屋内　・

・

・全て

・

１７ 錆止め塗装

適用箇所

適用箇所

建築図仕様書による１８ 耐火被覆

亜鉛めっきの種別 材 料 適用箇所

最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種(HDZ49)

B種(HDZ63)

A種(HDZ77)

１９ 溶融亜鉛めっき
(7.12.4)(表14.2.2)

種別等

２０ 梁貫通孔の補強 補強方法

適用箇所

・在来工法

※図示

・

そ
の
他

（あらかじめ検討）

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

・ 杭の芯ずれを考慮した検討

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

・ 杭の長さの変更を見込んだ検討

・ 梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

あらかじめの検討を行っている部分

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

１ 軽微な変更の対応

本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

・

（7.3.3)

※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

付表５［工事現場］による。

(7.10.2)４ 建方精度

  コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する

場合は、強度、変形等について、事前に監督職員と協議する

・JIS B 1220 ABR400

・JIS B 1220 ABR490

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

・標準仕様書　表7.2.3による

・

※

また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。）

JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS A 6202による膨張剤とする。)

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

※

AOQL(%)　　

・全て　

・図示　・

　図示※　　　　・A種(　　　　　)　・B種(　　　　　)

　図示※　　　　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示

・認定工法・

　図示※

　図示※

　図示※

　図示※

・図示　・

外観検査　・行う　・行わない

めっき膜厚の検査　・行う　・行わない

３ 製作精度 ※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］による。　

※通しダイアフラムの許容誤差

・全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足する

・ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

・｢突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　・保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

・設備基礎

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

・設備基礎

１４ 構造体コンクリートの 外観の確認は全数行う。寸法確認は抽出とし、監督職員と協議を行う。 (6.9.6)

仕上り及びかぶり厚さ

の確認

凍害対策、高強度コンクリートの養生方法について施工計画書に記載する。

・なし
既に構築されている躯体部分（RC・S・SRC）に、

新たに埋設物・開口等を設ける場合には、それらの大小、

２ 構築された躯体の改変

設置位置等に拘わらず、すべて工事監理者との協議を行う。

水ｾﾒﾝﾄ比

(％)

単位水量

(kg/m3)

・ 
※ 185・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

コンクリートの構造体強度補正値（S）

　※標準仕様書　表6.3.2　　・図示による（　　　　）

・寒中コンクリート　適用期間（　JASS5（2022年版）による　）
・暑中コンクリート　コンクリートの構造体強度補正値（S）　・ 6N/mm (6.12.1)

打継の位置

梁及びスラブ

  ※スパンの中央又は端から1/4の付近打継目地

  ・図示による（　　　　）

柱及び壁

  ※スラブ、壁又は基礎の上端

  ・図示による（　　　　）

(6.6.4)

・図示による（　意匠図による　　）

※図示による（　意匠図による　）

※図示による（　意匠図による　）

※図示による（　意匠図による　）

(6.2.5)(6.8.2)

適用箇所種別

・ a種

・ c種

・ b種

コンクリートの仕上がりの平坦さ

・見えがかり部　　　・打ち放し部

・a種およびc種以外

・基礎部　　　　　　・隠ぺい部

・せき板に断熱材を兼用した型枠材

・MCR工法用シートの適用

・普通エコセメント（　　　日以上）

　・行う　　　・行わない

(7.3.10)仮組の実施

ナット回転法でボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

・図示による（　　　　）

(7.4.7)

ナット回転法でボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

・図示による（　　　　）

(7.4.7)

(7.10.2)

外観検査

※「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」第二号による

　試験方法　※目視　※計測　・図示による（　　　　）

※（一社）日本建築学会「JASS6 鉄骨工事」　付則6「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」による

　試験方法　※目視　※計測　・図示による（　　　　）

・耐火被覆材を接着する面への塗装

　※行う

　　接着破壊しない耐火被覆材を選定する

　・行わない

　　適用範囲　・図示による（　　　　）

(7.8.2)

令第129条の2の3の事項

（※設計が該当する場合には、・ に   を記入）

３ 建築設備の構造耐力上の

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　 安全性の確認

・建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそ

　れがないものとする。

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの(以下「屋外水槽等」という）

  は、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結する。

・煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート

  造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とする。

・煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コン

  クリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリート

  ブロック造とする。

・建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備 を除く。)は、風圧、土圧及び

  水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設け

  る等有効な管の損傷防止のための措置を講ずる。

・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

  又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる。

・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

  その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずる。

・法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省

　告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なもの

・給湯設備 は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない

  構造とする。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障

  のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法による。

　*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に

　該当するものを除いたもの。

・令第39条の規定(屋根ふき材等）」に関する取り付けにあっては、構造耐力上安全なもの

*

*
　とする。

　とする。

　片持ち床・梁および長スパンの床・梁は監督職員と協議を行う

30 躯体全般

の最大値 の最大値

・

・

容積質量

・マスコンクリート　適用箇所（　　　　） (6.13.1)

2

・図示による（　意匠図による　　）

(S10T)

(F10T)

・見え掛かり部分

鉄骨梁

SN400B

SS400

大梁

小梁、ブレース

・JIS B 1220 SNR400B

・ 鉄骨小梁断面の変更を見込んだ検討

あらかじめ検討の範囲及び対応方法 ※　図示

・JIS G 3101 SS400

・ ・ ・

※認定工法への変更は監督職員の承諾を得て可とする。

2.3程度 15 ※ 65 ※ 185 ラップルコンクリート18

BCR295 柱 大臣認定品

S-002

構造特記仕様書（２）

-(A1)
-(A3)



（ａ）鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

（ａ）次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

梁

床版

壁

壁柱

壁

壁
梁

床版

壁

図2.1

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図2.1の　　）にある場合（基礎梁を除く）

（１）柱の四隅にある主筋（図2.1の　　）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）杭基礎のベース筋

（ａ）鉄筋の重ね継手

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

（３）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継手を用いない。

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
(フックなし)

１Ｌ

18

(フックあり)

21

24 27

45d

40d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

（注）１．Ｌ　　L　　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　 は、図3.1に示すようにフック部分　　を含まない。１ｈ

１,

図3.1

Ｌ

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

ａ

フックなしの場合

フックありの場合

Ｌ

ａ

Ｌ１

ａ

１

表3.2　隣り合う継手の位置

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ

1ｈ

Ｌ

Ｌ

ａ≧400mm以上、かつ、a≧(b+40)mm以上

１Ｌ ａ

Ｌ１ｈ ａ

１

１ｈ

ａ≧0.5Ｌ 1ｈ

ａ ａ≧400mm

b

圧接継手・溶接継手

カップラー

（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、構造図による。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ１ ２ ３

余長

図3.2　定着の方法

　　　表3.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上、小梁の場合は1/2以上）を

（２）梁主筋の柱内定着の方法は図3.2による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表3.3のフックあり定着の長さを確保できない

　　　場合は、全長を表3.3に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

直線定着の長さ

（イ）直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ （ロ）折曲げ定着の方法

フックあり定着の長さ

全長

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ１h ２h ３h

末端部

図3.4　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（１）溶接金網の継手及び定着は、図3.3による。

（２）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.4による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手

150mm以上１節半以上、かつ、

スラブの場合

50d

図3.3　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d ≧6d

5
0
d

≧6d

d d

150mm以上

Ｌ １３ Ｌ

鉄筋１節半以上、かつ、

Ｌ２

壁の場合

Ｌ １

鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.2にＬ　及びＬ　は表3.3の（注）による。２ ３

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は構造図による。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，ピットスラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　　仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

＊

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、構造図による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（Ｄは、鉄筋の最大外径）

図4.1　鉄筋相互のあき

Ｄ あき Ｄ

間隔

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

　　　ただし、機械式継手の場合のあきは、構造図による。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり、厚さは（ｃ）による。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

＊

60

ａ＝0.5Ｌ 1 ａ≧0.5Ｌ 1

　－　

（４）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。耐力壁の鉄筋の重ね継ぎ手の場合、

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１　鉄筋の加工

２　異形鉄筋の末端部

３　鉄筋の継手及び定着
４　鉄筋のかぶり及び間隔

機

械
式
継
手

重
ね
継
手

圧
接
継
手

　－　

SD295

SD345

SD390

鉄筋の

種類

折曲げ

折　曲　げ　図
角度

表1.1　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ内法直径(D)

以下

D16 D19
～D38

SD295,SD345

90°

90°

135°

135°

180°

3d以上 4d以上

及び

D19

～D38

5d以上

SD390

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

４ｄ以上

３．１　継手及び定着
４．１　最小かぶり厚さ

１ｈＬ

35d 25d

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁
１Ｌ

スラブ

10d

３Ｌ

フックあり定着の長さ

－

（注）１．Ｌ   L 　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ　 L　 ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2(イ)に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　３．Ｌ　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

鉄筋の

種類

コンクリートの

設計基準強度
２Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d

35d

30d

18

20d

１,

２,

３

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3による。

（ｂ）鉄筋の定着

　　　６．軽量コンクリートを使用する場合は、表3.3の値に５ｄを加えたものとする。

SD295

SD345

SD390

21

24 27

30 33 36

45d

40d

35d

30d35d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

18

21

24 27

50d

45d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

40d 30d

21

24 27

50d 35d

30 33 36 40d 30d

45d 35d

１ｈ

35d 30d

40d

35d

30d

18

21

24 27

30 33 36

50d

45d

35d

40d 35d

40d

35d

21

24 27

30 33 36

50d

40d

45d 40d

25d30d

20d25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

１ｈ

２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ３ｈ

定着起点 La（ただし、柱せいの3/4倍以上)

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

定着起点

余長

全長

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　特記がなければ、４０ｄ（軽量コンクリートの場合は５０ｄ）と表3.1の重ね継手長さのうち大きい値とする。

表3.4　鉄筋の投影定着長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
Ｌ

18

21

24 27

20d

15d

15d

15d

30 33 36

（注）１．Ｌ　：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

a

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

SD295

SD345

SD390

鉄筋の

種類
Ｌ

18

21

24 27

20d 20d

30 33 36

20d 15d

21

24 27

30 33 36

15d 15d

15d 15d

20d 20d

15d 15d

20d 20d

20d 20d

20d 15d

　　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

１

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建　　築

径

表1.1　鉄筋の断面表示　

１．１　適用範囲等

１．４　記号
（ａ）設計図中で使用する記号は、表1.1、表1.2を標準とする。

区分

記号 説明 説明記号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

S0 スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　

（ｂ）構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等

　　　の一般的な標準図とする。

（ｄ）構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外については、設計図及び監督職員の指示による。

１．３　用語の定義

（ａ）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（ｂ）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

１．２　優先順位
　（ａ）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

１．特記仕様書（構造関係）

２-２　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

２．図面

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」

２-１　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）を除く図面

構造関係共通事項

（ｃ）構造関係共通図（鉄骨標準図）は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工、組立の一般的な標

　　　準図とする。

EW○○
EKW○○ 耐力壁の種別

50

建　築

径

表1.3　梁貫通孔記号　

区分 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

記号（建築用）

管名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

鋼管

SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼板

GA

硬質塩化ビニル管（薄肉管）

VU

つば付き鋼管（黒管）

RS

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

総

則

構造関係共通図（配筋標準図）

（ａ）構造関係共通事項は、構造関係の共通的事項と、構造関係共通図（配筋標準図）、構造関係共通図（鉄骨標準図）

から構成される。

b

ba

（ｃ）その他の鉄筋の継手及び定着

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長を4d以上とする。

　　２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

（幅止め筋）

１ｈ

のみ込ませる。

（注）1.　　　　は、表3.4の鉄筋の投影定着長さを示す。La、Lb

Lb（ただし、梁幅の1/2倍以上)

　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

１

　　　７．Ｌ　 L　 ：構造計算ルート1及びルート2の仕様規定による場合は、40d以上を確保する。（令73条3項）２, ２ｈ

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

L

L

溶
接
継
手

・

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
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2024.03

凡　

例

S-003

構造関係共通事項（１）

-(A1)
-(A3)



②Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

（イ）

①Ｈ形

③ＳＰ形（スパイラル筋）

（ロ） （ハ） （ニ）

（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。

６．１　柱主筋の継手、定着及び余長

６　柱の配筋

６．２　帯筋組立の形及び割付け

７　梁の配筋

５　基礎及び基礎梁の配筋

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合は

図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）（１）ができない場合は、梁筋を柱内に定着するものとし、7.1（ａ）（２）による。

（ａ）一般事項

５．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

７．１　大梁（5.1基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

柱

梁 梁
２Ｌ

図5.2　主筋の継手，定着及び余長（その１）

継手長さ

継手長さ

 /4 0

15d（余長）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長

（ｃ） 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

　　ただし，耐圧スラブが付く場合は，（ｄ）による。

継手長さ

図5.4　主筋の継手，定着及び余長（その３）

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長

≧100

aＬ

aＬ

 /2 0  /4 0

 

 0

継手長さ 15d（余長）

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

15d（余長）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

20d（余長）

継手長さ 15d（余長）

２Ｌ

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合

≧8d

（ａ） あばら筋組立の形及びフックの位置は，7.2(a)による。ただし，梁の上下にスラブが付く場合で，かつ，

梁せいが1.5m以上の場合は，図5.5によることができる。

d

重ね継手とする場合

１hＬ

継手

（注）1.　柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には，フックを付ける。

2.　隣り合う継手の位置は，表3.2による。

図6.1　柱主筋の継手，定着及び余長

≦
3
h
o
/
4

h
o

定着

h
o
/
2
+
1
5
d

1
5
d

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

≧150 ≧150

≦
3
h
o
/
4 h
o

h
o

２
Ｌ

 
以
上

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

1
5
d

h
o
/
2
+
1
5
d

(2) フック及び継手の位置は，交互とする。

(3) 溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は5d以上，片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

(5) Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

≧6d

Ｐ
＠

≧40d

≧8d

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｌ

d

Ｌ Ｌ

≧6d

Ｌ

≧6d

≧6d

(4) ＳＰ形において，柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

（イ） （ロ） （ハ）

（イ） （ロ）

④丸形

（イ） （ロ）

図6.3　帯筋の割付け

上下の柱断面寸法が異なる場合，

太い鉄筋又は同径のものを２本
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

（注）柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とする範囲は，その柱に

　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　  なお，P  ＠，P  ＠は，特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

１1.5P ＠

１P ＠

２1.5P ＠

２P ＠

１1.5P ＠

図7.1　梁主筋の梁内定着

柱

梁 梁

(1) 梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には

図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

(2) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　なお，定着の方法は，3.1(b)(2)による。

上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

(ａ) 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　

(3) 段違い梁は，図7.2による。

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

を２本重ねたものとする。

D≦100
柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

L2

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｄ

最上階

15d(余長)

二段筋

継手長さ

継手長さ

一般階

上端筋

下端筋

（注）1.　継手中心位置は次による。

　　　上端筋：中央　 /2以内

　　　下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し，　/4を加えた範囲以内

2.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

 0

 0

3.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

(ｂ) ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

 /4 0  /2 0  /4 0

15d(余長)

15d(余長)

 /4 0 Ｄ

  0

２Ｌ ２Ｌ

15d(余長)

20d(余長)

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

最上階

二段筋

一般階

（注）1.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

2.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

3.　梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　 　のように引き通すことができる。

(ｃ) ハンチのある場合の重ね継手，定着及び余長

15d(余長) 15d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 
 0

２Ｌ
２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

５．２　基礎梁のあばら筋

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

２Ｌ

aＬ

aＬ Ｌa

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

図5.3　主筋の継手，定着及び余長（その２）

③Ｗ－Ⅱ形

Ｌ/2

④Ｗ－Ⅲ形
Ｌ

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

図6.2　帯筋組立の形

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

（ａ）柱主筋の継手、定着及び余長の一般事項

（２）継手、定着及び余長は図6.1による。ただし、柱頭定着長さL  を確保できない場合は構造図による。2

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による

（ｂ）帯筋の割付けは、図6.3による。

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

（注）斜線は継手範囲

5
0
0
以
上

,
か
つ
,
1
5
0
0
以
下

5
0
0
以
上

,
か
つ
,
1
5
0
0
以
下

（１）継手の中心位置は、梁上端から500㎜以上、1500mm以下かつ、3h  /4（h  は柱の内法高さ）以下とする。 0  0

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

※

※ ※
２Ｌ ２Ｌ

※

※
※

※
２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

※

※

※

※

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

※

※※

※

※

※※

※

※※

※

２Ｌ

（注）(1) H形を標準とする。

２Ｌ ２Ｌ

拘束筋(逆U字形落し込み筋)を

大梁帯筋と同径で各方向3組以上

配筋する。
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７．２　あばら筋（5.2基礎梁のあばら筋以外に限る）の組立の形及び割付け等

７．３　小梁主筋の継手、定着及び余長

７．４　片持梁主筋の継手、定着及び余長

８　壁及びその他の配筋

８．４　壁の開口部補強

９　スラブの配筋

８．１　壁の配筋

９．１　スラブの配筋

（注）1.　(イ)形を標準とする。ただし，Ｌ形梁の場合は，(ロ)又は(ハ)，Ｔ形梁の場合は，(ロ)～(ニ)と

　　することができる。

2.　フックの位置は，(イ)の場合は交互とし，(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，Ｔ形では交

図7.5　あばら筋組立の形

（イ）

d

（ロ） （ハ） （ニ）

　　互とする。なお、(ハ)の場合は床板の付く側を90°折り曲げとする。

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

≧8d

P＠
＝30

≦P＠

Ｄ

・
・ ＝30・

・

Ｄ

P＠

≦P＠ ≦P＠

P＠P＠

≦P＠

(1)　間隔が一様で，ハンチのない場合

(2)　間隔が一様で，ハンチがある場合

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

(ａ) あばら筋組立の形及びフックの位置

(ｂ) あばら筋の割付け

（注）1. 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150mm程度とし、柱等への、のみこみ長さは図7.6による。

2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は，Ｄ10-1,000＠程度とする。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠，Ｐ'＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

(3)　梁の端部で間隔の異なる場合

P＠

Ｄ

P'＠

図7.9　腹筋及び幅止め筋

Ｄ
腹筋
2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

(ｃ) 腹筋及び幅止め筋

≦P'＠

 /4 0  /4 0

 

 0

P'＠

外端

（定着）

20d(余長） 20d(余長)

連続端

 /4 0  /2 0  /4 0

連続端

(ａ)　連続小梁の場合

図7.10　小梁主筋の継手，定着及び余長（その１）

15d(余長) 15d(余長)bＬ

３Ｌ ｈ

 /2 0 /4 0  /4 0  /2 0 /4 0  /4 0

 /6 0  /12 07  /4 0

 

 0  0

２Ｌ

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)15d(余長）

2.　梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合，斜めにしてもよい。

(ｂ)　単独小梁の場合

端部

図7.11　小梁主筋の継手，定着及び余長（その２）

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

3.　図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

2.　先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

3.　図示のない事項は，7.1による。

(ａ)　先端に小梁のない場合

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

Ｌ

最上階一般階

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

 /6 0

３Ｌ ｈ

外端

Ｌb

 /2 0 /4 0  /4 0

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

 /3 02

 0

 /6 0

３Ｌ ｈ

15d(余長)

15d
aＬ

３Ｌ ｈ Ｌ

15d  /32

３Ｌ ｈ

２Ｌ

 /32

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁

(頭つなぎ梁)
先端小梁

片持梁

片持梁筋

2.　先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

3.　先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(ｂ)　先端に小梁がある場合

図7.13　片持梁主筋の定着

（注）1.　図示のない事項は，(a)による。　　

折下げ

片持梁筋
折下げ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 壁の配筋は表8.1により、種別の適用は構造図による。

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

120

150

180

200

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

(ｂ) 片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別の適用は構造図による。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

縦筋及び横筋

180

200

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別（表10.1)

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

図8.1　壁の配筋

　　開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

4.  幅止め筋は，縦横ともD10-1,000@程度とする。

２Ｌ

P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

（注）1.　開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

１Ｌ

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

２Ｌ継手長さ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 耐力壁を除く壁開口部の補強筋は，Ａ形は表8.3，Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

縦横

補強筋
壁の種別

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

壁の種別

W18，W20

W12，W15

補強筋

(ｂ) 壁開口部補強筋の定着長さは図8.3による。

開口

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表9.1　スラブの配筋（S形）

図9.1　スラブの配筋

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺
方
向

（注）1.　配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

2.　鉄筋の重ね継手長さはL1とする。

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-250@

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)

受け筋

(D16)

受け筋

耐圧スラブの場合

２Ｌ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

８．２　壁の継手及び定着

８．３　壁の交差部及び端部の配筋

９．２　スラブ筋の定着及び受け筋

８．５　パラペット

2-D13

図8.4　パラペットの配筋

先端補強筋
2-D13
先端補強筋

4-D13
先端補強筋

2-D13 2-D13

２Ｌ ２Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

Ｌb

2Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

3.  壁配筋の定着長さはＬ とする。２

(ａ)スラブの配筋は表9.1により、種別の適用及びスラブ厚さは構造図による。

(ａ) 壁の継手及び定着の一般事項

(ａ) 壁の交差部及び端部の配筋は図8.2による。

(ａ) パラペットの配筋は図8.4による。

(ｂ) コンクリート厚さ、縦筋、横筋の径及び間隔は構造図による。

(ａ)スラブ筋の定着及び受け筋は図9.2により、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

※　L3hを確保できない場合は、図3.2（ロ）によることができる。

※1　Laの数値は原則として柱せいの3/4以上とする。

※2　L3hを確保できない場合は、図3.2（ロ）によることができる。

※ ※

※2 ※2

※1

※

5.  原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

S13

S14 同　上

D10-200@

D10-250@

    D10-200@

（注）1.　図中のP＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

2.  壁配筋の重ね継手はＬ とする。１

70＜H≦150 の場合H≦70 の場合 150＜H≦250 の場合

350mm

L2

D13

H

L2

5H

D13

H

H

L2

450mm

L2

D13

3-D16

D10-@200
かつスラブの
上、下端配筋以上

3-D16 4-D16

4-D16

D13-@150

(ｂ)　スラブハンチ要領

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

S-005

構造関係共通事項（３）

-(A1)
-(A3)



（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図11.1による。

９．３　片持スラブの配筋

９．６　出隅部及び入隅部の補強

１０　階段の配筋

１０．２　二辺固定スラブ形階段の配筋

１１　梁貫通孔その他の配筋

１０．１　片持スラブ形階段の配筋

１１．１　梁貫通孔の配筋

表9.2　片持スラブの配筋（CS形）

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4
D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

　配筋種別 主筋

（注）先端の折り曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

D13(　≦1,000)
受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

配力筋

主筋

≦600

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

Ｌ

10d以上

Ｌ

D10-200@

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる。
先端壁の縦筋の径

垂れ壁のない場合

1
0
0
以
下

先
端
壁

厚
以
上

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

2-D13

2-D13

２Ｌ

２Ｌ

1
0
0
以
下

先
端
壁

厚
以
上

２
Ｌ

1
0
0
以
下

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

図9.9　片持スラブ出隅部の補強配筋

(注)  ≧   とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱又は梁にL　定着する。

出
隅
部
分

の
補
強
筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧   とする１ ２

(ｂ) 片持ちスラブの出隅部

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/
2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

2

 
/
2

１

２

１

 /2１

出隅部

図9.7　スラブ開口部の補強配筋

１Ｌ

１Ｌ

2. スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて

１Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２(   )本
１ｎ 

２

（注）1. スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，偶角部に斜め方向に2-D13（  　=2Ｌ  )

　　シングルを上下筋の内側に配筋する。

　  配筋できる場合は，補強を省略することができる。

１

5－D10（　　=1,500）

図9.8　出隅及び入隅部の補強配筋

5－D10（　=1,500）

（注）補強筋を上端筋の下側に配置する。

(ａ) 屋根スラブの出隅及び入隅部

中間部

図9.10　打継ぎ補強配筋

ａ D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13

(ａ) 土間スラブの打継ぎ補強（基礎梁とスラブを一体打ちとしないで打継ぎを設ける場合の補強）

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

中間部

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

（ｂ） 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

び間隔に合わせる

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

土間コンクリート補強筋

D10-300@

ｔ

配筋種別 KA1

配筋図

（注）1.　片持ちスラブ形階段を受ける壁配筋は，8.1(b)による。

2.　階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

3.　スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，表3.3のＬ  とする。

　　　　

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

ｔ

D13

D13

D10-300@

D10-300@

ｔ

D13
2-D13

ｔ

D13

D13

D10-300@

ｔ

ｔ

2-D13

D13配筋図

３

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ
２Ｌ

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

ｔ

D13

D10

D10

D13

D10-200@

ｔ

bＬ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

bＬ

 0

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

D10-300@
t

D10

D10

３Ｌ

３Ｌ

(注)　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

bＬ

 0

150

２Ｌ

 0

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

Ｄ

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

図11.2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

９．４　片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

９．５　スラブの開口部の補強

９．７　スラブの打継ぎ補強等

２Ｌ
D13(　≦1,000)

受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

Ｌ

３Ｌ

aＬ

２Ｌ

受け筋 D13

先端部補強筋

2-D13

配力筋

主筋

≦600

Ｌ

２Ｌ

aＬ

２Ｌ

(ａ)片持スラブの配筋は表9.2により、種別の適用及びスラブ厚さは構造図による。

（段差なし） （段差あり）

（段差なし） （段差あり）

(ａ)スラブ開口部の補強及び定着方法は構造図による。ただし構造図において軽微な開口として特記されたものの

開口補強については下記による事ができる。軽微な開口の特記は構造図による。

（土間スラブは土に接するスラブでS形の配筋によるものをいう。a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

（土間コンクリートの補強筋は構造図による。なお、基礎梁との接合部は図9.11による。

a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

(ａ) 片持スラブ形階段の配筋は表10.1により、種別の適用及びスラブ厚さ等は構造図による

(ａ) 二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2、図10.3により、

種別の適用、スラブ厚さ等は構造図による。

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

図11.5　孔の上下方向の位置の限度

d

d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

(ａ)片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋は図9.6による。

    3．出隅受け部分（斜線部分）の補強筋は

構造図による。

（D10-200@）
（D10-200@）

8d以上

3. 開口のサイズ700mm角以下を適用範囲とする。

c）小開口が連続する場合

L
1

L
1

L1

L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

・開口間には2-D13を入れる。

b）開口が700mmを超える場合

周囲補強

L
2

L1

L1

斜め補強

L1

L
2

L1

・補強筋は特記による。

・補強筋は周囲の梁内に定着させる。

・上記補強方法を計画し、監督職員の承諾を得る。

・開口間のあきは、原則として100mm以上とする。

・開口によって切断される鉄筋と同本数以上の鉄筋を
　左右に振り分けて配置する。(上下筋共)

・上記補強方法を計画し、監督職員の承諾を得る。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

（ｄ）孔は、柱面から、原則として、1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁は柱面から 1.0ｍの範囲は開口を

（ｅ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｆ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｇ）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

（ｈ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　　開口部を避けて配筋出来る場合において構造図に特記されたものは、補強を省略することができる。

（ｉ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

（ｊ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｋ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

45゜ 45゜

図11.4 孔を設けない範囲

大梁 小梁

　　　設けてはならない。
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（ａ）控壁の配筋は、図11.3とし、控壁の配置は意匠図による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は図11.4により、帳壁の配筋の定着長等は意匠図による。

１１．３　コンクリートブロック帳壁との取合い

表11.1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

表11.2　M形配筋

M1

M2

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

M3

M4 6-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

4-2-D13

2-2-D13

配筋
種別

（注）     　は，一般部分のあばら筋を示す。

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

表11.3　MH形配筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋
種別

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

図11.3　控壁の配筋（水平，垂直とも）

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

ｔ

２Ｌ

２Ｌ

図11.4　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

800

(ａ) 梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、種別の適用、箇所数等は構造図による

１１．２　梁貫通孔の補強形式

L2

L2a1

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

L2

L2a1

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

　-　  断面 　-　  断面

L2
打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a
2
L
2

L2
打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a
2
L
2

a
2

打増し部補強主筋 打増し部補強あばら筋

a
2

打増し部補強主筋

a

打増し部分

L2

L2

L
2

D16

梁あばら筋と同径、 補強主筋

補強あばら筋

梁幅 B≦350mm 350mm＜B

2-D16 D16-@250以下

立面

平面

表12-2 梁側面補強筋

(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

表12-3 梁上下面補強筋

(耐力壁・スラブが取り付く場合の要領は構造図による)

(1)梁側面を打増しする場合

(2)梁側面および梁下面を打増しする場合

(3)梁上面を打増しする場合(スラブなし)

　-　  断面

図12-3 梁の打増し要領

１２．３　壁・スラブ

1.壁およびスラブの打増し部配筋要領は図12-5、図12-6による。

図12-5 壁の打増し要領

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

3.打増し部腹筋は梁と同径・同段数とする。

2.梁の打増し部配筋要領は表12-2、表12-3、図12-3による。

1.小梁・耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さに算定しない。

１２．２　梁

間隔200mm以下

補強主筋

補強あばら筋

A

D D

C
A D

DA
C

B

B

　-　  断面B B 　-　  断面B B

　-　  断面C C

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

BB

(4)梁下面を打増しする場合

打増し部補強あばら筋

B B

L
2

2
0
d
程
度

a

L2

D10-@200

図12-6 スラブの打増し要領

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

AA A

図12-4 梁打増し部の補強主筋の定着

打増し部補強あばら筋

梁あばら筋と同径、間隔200mm以下

縦筋、横筋共D10-@200とし、壁またはスラブ内に定着させる

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a
2

図12-1 柱の打増し要領

L
2

打増し部
補強主筋

L
2

ア

L
2

L2

L
2

L2

ア 矢視図

表12-1 柱補強筋

(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

D16-@300程度

D13-@100程度

補強主筋

補強帯筋

図12-2 柱打増し部の補強主筋の定着

（ｃ）打増し寸法a,a1,a2が70mm未満の場合は補強筋不要とする。

　　打増し寸法a,a1,a2が70mm≦a≦200mmの場合の打増し部補強要領は図12-1、図12-2による。

　　打増し寸法a,a1,a2が200㎜を超える場合の打増し部詳細事項は構造図による。

（ｂ）柱・梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。

（ａ）構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監督職員と協議する。

（ｂ）柱の打増し部配筋要領は表12-1、図12-1、図12-2による。

１２．１　柱

（ｄ）　　　　部は打増しコンクリートを示す。

（ａ）梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、柱躯体内で確保し、打増し部は定着長さに算定しない。

L2

※

１２　柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領 

L
2

L
2

L
2

L2 L2 L2

L
2

L2 L2 L2

腹筋と同径
@300以下

腹筋と同径
@300以下

腹筋と同径
@300以下

300 ＜ a ≦ 550 の場合a ≦ 300 の場合 550 ＜ a ≦ 800 の場合

D22-@200

800 < a の場合

D25-@200D19-@200D16-@200

150＜a≦20070＜a≦150 200＜a≦500

L2
a

L2
a

a
L2

L2
a

a aa

打増し部腹筋は
取り付く梁に準ずる

1-D22

スターラップと
同径・同ピッチ

打増し部腹筋は
取り付く梁に準ずる

スターラップと
同径・同ピッチ

2-D25

1-D22 2-D25

1-D19

スターラップと
同径・同ピッチ

打増し部腹筋は
取り付く梁に準ずる

1-D19

(4)梁上面打増し要領 (下面打増しは、上面打増しに準ずる)

(5)梁側面打増し要領

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

A　の 範 囲

200 ＜ A

70 ≦ A ≦200

柱

D16 を@300で割付

D19以上 かつ 主筋径より2サイズダウン

A ＜ 70 補強なし

@300 で割付

補強筋本数表

S-007

構造関係共通事項（５）

-(A1)
-(A3)



M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号　

区分

（F10T、S10T）

溶融亜鉛めっき高力ボルト
（F8T相当）

M16 M20 M22 M24 M12

普通ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線 基準線 引出線
（折線）

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線

60°60°

基準線 引出線
（折線）

60°

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記なき限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図2.1　溶接記号の記載例

構造関係共通図(鉄骨標準図)　

１ 縁端距離及びボルト間隔等

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが

応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、特記による。特記がなければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：ｍｍ）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

epp

（１）縁端距離及びボルト間隔

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：ｍｍ）

B

g
A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は特記による。

1

g 1 g 2

g 1

g 1g 2 g 2

g 1 g 2

g 3

g 3g 2

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

設計図中で使用する記号は、表2.1、表2.2、図2.1を標準とする。

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

表2.1　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ａ

Ｈ

２　溶接記号

３ 溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜t≦40

7

2 t

35°

2

7

t

D1

D2

D1 = 2（t－2）/3

D2 =（t－2）/3

60°

2
6

t

45°

2

30°

t

6

t≦6

6＜t≦19

G

35°

G＝t

t

45° 30°

6

t

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

突合わせ継手の開先標準

Ｈ

2（両面溶接）

60°

D1 =（t－6）/2

D2 =（t－6）/2

t2

60°

6

D2
t

D1

22＜t≦40

t2 6 t

12＜t≦22

60°

t

t≦12

t

( 　　　　　　　  　 )

（単位：ｍｍ）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19

19＜t≦40

1/4 t≦S≦10

7

7

2

35°

S

1/4 t≦S≦10

2
S

35°

SS

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

60°
7

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦S≦10

7

1/4 t≦S≦10

D1

D2
t 2

45°

S

t

t

S
S

2

45°

t

1/4 t≦S≦10

22＜t≦40

2
S

t 6

60°

S

D1

D2
t

12＜t≦22

S
2 t

S
S

6 t

60°

35°

1/4 t≦S≦10

6

2

S

Ｔ型継手の開先標準

1/4 t≦S≦10

t

6

t

35°

S
2 t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

0

1/4 t≦S≦10

35°

7

S

45°

/ （t-2）/ （t-2）

S
S

t

1 3

2 2 3

S

60°

S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

ｔ

6＜t≦40

≧
60°

2（両面溶接）

2
ｔ

6＜t≦19

≧
60°

0

19＜t≦40

75°
≧

45°

1/4 t≦S≦10 1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

19＜t≦40

7

2
2

7

D2

D1
t

S
2

7

t

1/4 t≦S≦10

t 2
S

t

7

2 t

S
6

D2

D1
t

19＜t≦40

2 t 6
S

t

G

35°

G＝t

かど継手の開先標準

35°45°

6

t t

50°

t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19 12＜t≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

S

S

隅肉溶接の開先標準

S

t

S

S

S S

t

S S

S

S

60°

2

S

60°

2

t

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

t≦16

2（両面溶接）

t≦16 16＜t≦40

（単位：ｍｍ）

16≦t≦4012≦t≦40

22

13D 10

t 12

1211

1916

45°

S

3628

1413

25

15 15

32

16

40
S

D S

t

2

45°

S D1 D2 S

t

45°

15

部分溶込み溶接の開先標準

7

5

t

S

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

9

7

8

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

12

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

D1= (t－2）/2

D2=（t－2）/2

1/4 t≦S≦101/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

４ 鋼管分岐継手

５  鉄骨溶接施工

手溶接

（１）エンドタブ等

①エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10mm以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜）

S

St

F1

FB（t×38㎜）

S

St

F1

（単位：ｍｍ）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：ｍｍ）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

t≧3のときS＝t

t＜3のときS＝3

3（軽量形鋼Ｖ形溶接）

d d

1（丸鋼等片面溶接）

d/2 d/2

d d

d/2 /2d

d d

/2 /2

/2

2（丸鋼等両面溶接）

d

d

d/2

/2 d

d/2

フレア溶接の開先標準

t＜3のときS＝3

t≧3のときS＝t

4（軽量形鋼レ形溶接）

S t t S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させる

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

50°～60°

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

t

1.5t～2.0t

C部断面

（単位：ｍｍ）

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

表2.2　溶接の補助記号

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位：ｍｍ）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（２）裏当て金

裏当て金の溶接

①裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

②完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内部に設置する。

（単位：ｍｍ）エンドタブの長さ

②エンドタブの鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

③スプライスプレートの材質、鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

④フィラープレートの材質は、SS400とする。

裏当て金の鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

（４）ボルト記号

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
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構造関係共通事項（６）

-(A1)
-(A3)



（３）スカラップ

改良型スカラップ

①スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

①スカラップ半径Srは35㎜とする。

t

（４）スニップカット

①スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

t
Sc r

Sc

スニップカットの寸法　　　　　　

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（５）溶接部分の段差

①完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t1
t 2

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

JIS Z 3214

YGW-18,19

YGW-11,15

JIS Z 3211

溶接材料

JIS Z 3211

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下

250以下30以下

40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15400N級STKR、

BCR及びBCP

YGW-18,19 250以下30以下
490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

（７）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

Ｈ

e  　1

Ｆ 　１

5
0

 
　
2 φ

補強プレート法

5
0

補強プレート

Ｆ 　１ 0～5 0～5

 　2Ｆ

ｔｔ

20

pw

LC

 　2Ｆ

fｔ 50

Ｆ 　1

Ｆ 　1

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（２）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（３）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

　1は3φまたは  2のうち小さい方とする。 （ｅ≧Ｈとする）

補強トラス法

60°

φ

50

100以下

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

 　2Ｆ

fｔ   2F

TH

梁貫通孔の位置の限度（単位：ｍｍ）

φ

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

1
0
0

以
上

1
0
0

以
上

Ｈ

LC

　　　鉄筋と鉄骨相互のあき（bs）は、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上とする。

梁の場合 柱の場合

125以上

(bs)

150

150

150

150

(bs
)

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

　　　鉄筋を折り曲げる場合は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後、緩やかに折り曲げる。

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋

6φ－1000@

　　　方面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は

135°曲げフックとする。

L

L

L

L

FL1

FL1

FL1

FL1

　　　鉄筋貫通孔の径

　　　①主筋の鉄筋貫通孔は、最大孔径に統一する。

　　　②鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：ｍｍ）

鉄筋貫通孔の位置（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

梁主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

柱帯筋位置

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：ｍｍ）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

(
b
s
)

(b
s)

(
b
s
)

(bs)

(bs)70以上

40程度

７  広幅平鋼の取り扱い

（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

36

250

400

350

300

200

175

幅

100

150

125

6 129 16 2519

厚さ

22 28 32

450

500

40

６  梁貫通孔補強

Sr1

Sr2

Sr1

Sr2

Sr

Sr

※ ただし、既製形鋼のスニップカットについては、

　 Sc=r＋2により求めるものとする。

(単位：ｍｍ)

（４）梁貫通孔位置の限度は以下による。

※ 梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

　 梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、

　 梁継手位置等にも留意する。

ｅ：材端と補強プレートとの間隔

（１）鉄骨のかぶり厚さ

（３）柱組立筋

（４）仕口部内の帯筋の加工及び組立

（２）壁筋の周辺部材への定着

８ 鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

Ｄ

（５）鉄筋貫通孔の径及び位置

注）材種・強度の異なる鋼材の溶接部については、高い強度の種類とする。
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通し番号
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構造関係共通事項（７）
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１．柱・梁接合部標準

・PL-(1) は柱フランジの最大厚以上かつ梁フランジの最大厚２サイズUP以上とし、材質を柱と梁
フランジの高い方の強度のＣ材とする。40ｍｍを超える場合は、TMCP鋼とする。

・PL-(2) は柱フランジの最大厚の1サイズ上とし、柱フランジと同材質とし、幅を上下柱フランジ

・PL-(3) は柱・梁ウェブのうち最大厚の２サイズ上とし、柱・梁ウェブと同材質とする。
・PL-(4) は柱フランジの最大厚の1サイズ上と梁フランジの最大厚の厚い方とし、材質を柱と梁フ

・PL-(5) は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。
・PL-(6) は柱・梁ウェブの最大厚の２サイズ上とし、柱・梁ウェブと同材質とする。但しPL-(5)

の２サイズ下の板厚以上とする。

・
・最上階柱頭部のトッププレ－トは柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚2サイズUP以上とし

材質を柱と梁フランジの高い方の強度のＣ材とする。40ｍｍを超える場合は、TMCP鋼とする。

PL-(1)　は梁フランジの最大厚の1サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

・梁フランジはPL-(1)　の板厚内に溶接する。

１－４　Ｈ形鋼ＳＲＣ造鉄骨１－３　ビルトボックス

１－１　冷間成形角形鋼管

通しダイアフラム１）

・PL-(2),(3),(4)　はX・Y各方向毎に定める。

ランジの高い方の強度のＣ材とする。

の大きい方とする。

・<1>は柱の板厚が40mm以下の場合には25mmとし、40mmを超える場合には特記による。
・<2>は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。
・<3>は梁フランジ、柱フランジ及び PL-(4) の最大幅に両側25mmを加えた幅とする。
・上記を基本とし、詳細は監督職員の承諾を得て決定する。

・PL-(1)は柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚2サイズUP以上とし、材質を柱・梁フランジ
の高い方の強度のＣ材とする。40ｍｍを超える場合は、TMCP鋼とする。

・PL-(2)は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

内ダイアフラム２）

・<1>は柱の板厚が28mm未満の場合には25mmとし、28ｍｍ以上40mm以下は30ｍｍ

・<2>は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。
・鋼管の通しダイアフラムは角部をつないだ多角形でも可とする。

１－２　円形鋼管

通しダイアフラム１）

・PL-(1)は柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚2サイズUP以上とし、材質を柱・梁フランジ
の高い方の強度のＣ材とする。40ｍｍを超える場合は、TMCP鋼とする。

・PL-(2)は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

内ダイアフラム２）

・<1>は柱の板厚が40mm以下の場合には25mmとし、40mmを超える場合には特記による。
・<2>は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。
・鋼管の通しダイアフラムは角部をつないだ多角形でも可とする。ただし、e1は維持する。

40ｍｍを超える場合には特記による。

仕口部の鋼管は、上下階の厚い方とし、通しダイヤフラムの場合はＢ材、内ダイヤフラムの場合は
Ｃ材とする。

仕口部の鋼管は、上下階の厚い方とし、通しダイヤフラムの場合はＢ材、内ダイヤフラムの場合は
Ｃ材とする。

１－５　プレート板厚サイズ

プレート板厚t(mm)

6 9 12 16 19 22 25 28 32 36 40

・40mmを超える場合は5mm毎とする。

(ノンスカラップ採用)

・

内ダイアフラム形式の場合は梁フランジは内ダイアフラム幅内におさめる。・
・

・通しダイアフラム形式の場合は「冷間成形角形鋼管 １）通しダイアフラム」による。

種別
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鉄骨標準詳細図(1)

-(A1)
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・ＳＲＣ柱の柱フランジはt≧32を溶接継手、t≦28をボルト継手とする。
・ＳＲＣ柱のウェブ継手は溶接継手とする。

２．柱脚標準

２－１　冷間成形角形鋼管・円形鋼管・ビルトボックス

２－３　ＳＲＣ造十字鉄骨

３．柱継手標準

３－１　冷間成形角形鋼管（ＢＣＰ）・円形鋼管(φ＞400)・ビルトボックス

・エレクションピ－スは建方時の安全性を考慮して十分な強度を有するものを使用する。

・エレクションピ－スは建方時の安全性を考慮して十分な強度を有するものを使用する。
・裏当金はテ－パ－付のものを使用する。

３－２　冷間成形角形鋼管（ＢＣＲ）・円形鋼管(φ≦400)

３－３　ＳＲＣ造鉄骨

・PL-(1)　は下記とし材質をウェブと同強度のＣ材とする。
tw≦25　PL-16x75
tw＞25　PL-（ウェブの2サイズ下）x75

２）

２－４　アンカ－ボルト

埋込柱脚・根巻柱脚-（Type A）１）

埋込柱脚・根巻柱脚-（Type B）

２－２　露出固定柱脚

・露出固定柱脚の仕様はメ－カ－の規定による。

・

・柱のアンカ－ボルトはアンカ－フレ－ムを用いて保持する。
・柱のアンカ－ボルトで建方用の場合はサップアンカ－の使用を可とする。

但し監督職員の承諾を得る。
アンカ－ボルトに用いる定着版は下記以上とする。定着版の材質はSS400とする。

・シ－ム部からエレクションピ－スをずらす。
・エレクションピ－スは溶接後に柱面より10mm以上の位置で切断すること。ただし、仕上げ等

・エレクションピ－スは向かい合った２面でも可とする。

に影響する場合は母材を痛めないように除去する。

・アンカ－ボルト及びベ－スプレ－トはリストによる。

・溶接後グラインダー仕上を施し、平滑かつ美麗に仕上げる。

・溶接後グラインダー仕上を施し、平滑かつ美麗に仕上げる。

・アンカーボルト孔径はボルト径＋5mm以下とする。
・座金は原則ベースプレートに溶接する。
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・座屈止めの設置は特記による。

・Be・L1・L2は下記を基準とし、部材リストによる。
Be ≧ Bs+100

・TypeⅠ標準とする．TypeⅡを採用する場合は施工試験を行い、監督職員の承諾を得る。
・PL-(1)は梁フランジと同厚・同材質とする。

※ガセットの角部を

  溶接で欠損しない。

  UT対象外とする。

※ウェブの現場溶接部は、

・補強端部のＲ加工部分にノッチを生じさせない。

４．梁継手標準

４－１　ブラケットタイプ

ボルト接合１）

・1mmを超える肌すきが生じる場合はフィラ－プレ－トを挿入すること。材質はSS400とする。
中央梁フランジが28mm以下の場合はボルト接合とし、28mmを超える場合は溶接接合とする。

４－２　ノンブラケットタイプ

４－４　ピン接合

５－３　ハンチ要領

L1 ≧ max((Hs／2),200)
L3 ≧ max((Hs／2),200)

５－４　梁端補強要領

・

４－３　梁剛接合

５－２　座屈止め

５．梁加工標準

５－１　スタッドコネクタ－取合要領

・
山のピッチに合わせてよいこととする。
合成デッキ、１方向デッキで小梁の上をデッキが渡る場合は、スタッドのピッチをデッキの

溶接接合２）

・梁継手のスプライスプレ－ト部分は両側に分けて必要本数を増打する。

・ブラケットタイプのL3が上記の規定を満足しない場合は梁フランジ継手を現場溶接とする。

・フランジ側面の角部に溶け落ちを生じさせない。

S-012

鉄骨標準詳細図(3)

-(A1)
-(A3)
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６．その他の加工標準

６－１　デッキプレ－ト受け

６－２　柱梁折曲要領

６－３　仕上材等の取付プレ－ト

・仕上の取付プレ－トの溶接は母材を痛めないように注意する。
・廻し溶接が不要な部分は小口面から10mm手前で溶接を止める。

・ダイアフラムは「柱・梁接合部標準」で定めた板厚の1サイズ上とする。

６－４　充填コンクリ－ト柱のダイアフラム

・PL-(1)は上下柱フランジの厚い方と同厚とし、材質を同強度のＣ材とする。

６－５　角形鋼管とSRC十字形柱の切替要領

・<1>は柱の板厚が40mm以下の場合には25mmとし、40mmを超える場合には特記による。

６－６　鉄筋貫通孔

・方向別の鉄筋レベルを考慮してウェブプレ－トに貫通孔を設ける。
・鉄筋孔が下図のようにフランジ面に近接する場合(15mm以下)はU字形に孔をあけてもよい。
・鉄筋が斜めに貫通する場合は孔を大きくしてもよい。但し、監督職員の承諾を得る。

S-013

鉄骨標準詳細図(4)
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Dc

Dc Dc

Dc Dc

Dc

Dc Dc

Bb

Dw

Dc

4dh以下

4dh以下

Dc

Dc 8dh以下

12dw以上かつDw/2以上

Dw

4dh以下

t B

L1

Bt

L

L1

2.5db

ld

S-014

機械式定着工法標準書

-(A1)
-(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

セーフティフラット エコタイプ（ＳＦエコ）設計・施工標準ＲＣ造向け 型枠用デッキプレート

Ⅰ類

   　   Ⅰ類

      　Ⅱ類

      　Ⅲ類

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

S-015

床型枠用鋼製デッキプレート　設計・施工標準(1)

-(A1)
-(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

セーフティフラット エコタイプ（ＳＦエコ）設計・施工標準Ｓ造向け 型枠用デッキプレート

S造のⅠ類 S造のⅠ類

S-016

床型枠用鋼製デッキプレート　設計・施工標準(2)

-(A1)
-(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

地質時代 地層名 記号

盛土層

第四紀

現 世

完新世
沖積粘性土層

沖積礫質土層

Bs

Ac

Ag

地層断面図凡例

層相 層厚(m) N値(平均)

コンクリート舗装・砕石・礫混りシルト質細砂(風化岩由来)

シルト

シルト混り礫質土

0.60～1.50

0.45

13.41～14.85

3～7(5.00)

-

20～50(37.53)

標高(m)

115 115

110 110

Ｎ値 Ｎ値

105 1.45
1.90

3

26

31

26

23

100

34

26

41

37

95 33

37

50

15.31

90

50/28

50/16
15.45

47 24

34

44

43

34

35

37

50

50/27

45
15.45

Ag

Ac 1.50
1.95

7

30

30

26

46

Bs 0.60
47

44

20

29

28

32

27

26

32

50/24

50/24

44

50/23

40

39 15.45
37

90

26

32

37

33

50/23

50/24

50/27

95

26

26

39

46

37

100

Ｎ値

0.60
44

47

105

Ｎ値

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110m

調査位置図

推定地質断面図

- 11 -

岩手県 盛岡地区統合 新 設校 体育館敷 地測量業務 現況実測平面 図
紫波郡矢巾町大 字南矢幅第9地 割 地内

426
419

418 420
421 422 423 424 425

427

429-1

82-2

117
439

442

Y=27950. 00
430

440

C212 電
C211

K210
C209 電

C208
C207

C12 電
C13 電

K14

107. 491
【MH】

【 107. 464】
GNSS-U1

K231
階段

仕切弁

107. 422
106. 121

246

247

XX576
K107

2. 112
81-1

105. 995

106. 072

107. 668

252

248

No.1(ﾉﾝｺｱ)
GH=106.35m dep=15.31m

249 矢巾町大字南矢幅第9地割

284
公園

3127㎡
紫波郡矢巾町 285-1

雑種地

3451㎡
紫波郡矢巾町

Y=27900. 00
251

253

250

N

K512

電
C269

C267

503

107. 615 【 107. 539】 107. 574
T4

XX569

515

XX573

XX571
N

N

107. 599

108. 223
N

N
N

1-4 108. 068

107. 612

107. 621 （As）
【 107. 560】

T5

107. 635
107. 674

L型B-70
K397 K450

520
用悪水路

720㎡
紫波郡矢巾町

519
用悪水路

406㎡
紫波郡矢巾町

K380

107. 608
107. 916 107. 229

K514

107. 853

N

グラウンド

1-1 56-2 156-1

184-1

求積表

地 番 284

NO

K450

K397

XX569

K231

K232

K74

K75

Y=27850. 00

Xn

-43397.099

-43394.642

-43336.806

-43338.619

-43340.839

-43396.522

-43398.972

Yn

27879.215

27879.284

27880.975

27930.964

27932.970

27930.941

27930.846

Yn+1-Yn-1

-51.562

1.760

51.680

51.995

-0.023

-2.124

-51.726

合 計

合 計 面 積

地 積

地 番 285-1

NO Xn

K386

K450

K75

C89

K109

K108

-43464.275

-43397.099

-43398.972

-43462.115

-43465.160

-43465.962

Xn・(Yn+1-Yn-1)

2237641.218638

-76374.569920

-2239646.134080

-2253391.494905

996.839297

92174.212728

2244855.225672

6255.297430

3127.6487150

3127.64 ㎡

Yn

27877.190

27879.215

27930.846

27928.552

27927.985

27927.105

Yn+1-Yn-1

-47.890

53.656

49.337

-2.861

-1.447

-50.795

合 計

合 計 面 積

Xn・(Yn+1-Yn-1)

2081504.129750

-2328514.743944

-2141175.081564

124345.111015

62894.086520

2207853.539790

6907.041567

3453.5207835

3453.52 ㎡

地 番 520

NO

XX569

K397

K450

K386

K108

K107

XX576

K380

XX573

地 番 519

NO

XX573

K380

XX576

K107

K119

K514

XX571

基準点網図
Xn

-43336.661

-43468.121

-43469.749

-43471.861

-43472.226

-43470.658

-43336.585

Yn

27876.967

27873.063

27920.777

27920.737

27917.740

27870.895

27874.880

Yn+1-Yn-1

-1.817

43.810

47.674

-3.037

-49.842

-42.860

6.072

合 計

合 計 面 積

地 積

Xn・(Yn+1-Yn-1)

78742.713037

-1904338.381010

-2072376.813826

132024.041857

2166742.688292

1863152.401880

-263139.744120

806.906110

403.4530550

403.45 ㎡

GNSS-U1
GNSS-U2

T7

T4

T5
T6

縮尺 1：3000

単位：ｍ
筆界点 境界標の種類

コンク リ ート 杭

Xn

-43336.806

-43394.642

-43397.099

-43464.275

-43465.962

-43471.861

-43469.749

-43468.121

-43336.661

Yn

27880.975

27879.284

27879.215

27877.190

27927.105

27920.737

27920.777

27873.063

27876.967

Yn+1-Yn-1

2.317

-1.760

-2.094

47.890

43.547

-6.328

-47.674

-43.810

7.912

合 計

合 計 面 積

総合計面積

世界測地系 （測地成果2011）

一 筆地測 量年 月日 令和5年8月28日～9月8日

座標系 Ⅹ系

Xn・(Yn+1-Yn-1)

-100411.379502

76374.569920

90873.525306

-2081504.129750

-1892812.247214

275089.936408

2072376.813826

1904338.381010

-342879.661832

1445.808172

722.9040860

722.90 ㎡

7707.5266395 ㎡

登記記録地積 合計 7704㎡ ＋3㎡

322105

金属鋲

金属プレート 標

プラスチッ ク杭

刻印標

「世界測地系（測地成果2011） 座標系 Ⅹ系」

基本三角点等の名称及び座標値
1級登記基準点

322105
322106

3級基準点
GNSS-U1

GNSS-U2

4級基準点
T4
T5
T6
T7

Ｘ座標

-42219. 411
-45049. 059

Ｘ座標
-43331. 015

-43464. 855

Ｘ座標
-43336. 172
-43408. 080
-43482. 571
-43483. 249

Ｙ座標

26247. 275
28398. 614

Ｙ座標
27933. 412

27928. 628

測量年月日 令和5年8月29日

Ｙ座標
27881. 429
27874. 710
27870. 583
27908. 402

測量年月日 令和5年9月4日

基準点

復元点

322106

Y=27850. 00

172-1

67-2

K513

【 107. 153】
T6

L型B-70
K386

106. 061

N

106. 229

砂利敷

106. 247

107. 662

【MH】
107. 598

電

107. 598

No.2(ﾉﾝｺｱ)
GH=106.33m dep=15.45m

106. 191

106. 390

歩道
歩道

グラウンド

No.4(ﾉﾝｺｱ)
GH=106.21m dep=15.45m

107. 073

107. 652
106. 019 N

67-1

田中縦道線線
106. 078 106. 465

Y=27900. 00

用水路

砂利敷

仕切弁
量水器

92

No.3(ﾉﾝｺｱ)
GH=106.14m dep=15.45m

【 107. 211】
T7

用水路

C509

67-5

67-3

176-1

K119

107. 509

106. 249

107. 633

106. 164

106. 383
107. 623

106. 042

仕切弁 街路樹

K232 107. 506

107. 605
106. 253

街路樹
街路樹

街路樹
街路樹

街路樹

砂子田線

街路樹

K74 K75

街路樹

歩道
街路樹

街路樹

507

街路樹
街路樹

街路樹
街路樹

107. 287
C89 【 107. 268】

GNSS-U2

K109

K108

電 100

104

78-1

105

仕切弁 仕切弁

【MH】

106

513

KBM(H=107.623)
K29

下谷地線
（As） 82-1

441

438 437 436 435 434 433 432 431

428

矢巾町大字又兵エ新田第9地割

Y=27950. 00

95

S-017

調査位置図・推定地質断面図
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ボーリング柱状図

調査 名 盛岡地区統合新設校体育館( 仮) 【地質調査】

事業・工事名

ボーリング名

発注機関

調査業者名

No .1 調査位置

株式会社佐藤総合計画

新 栄重機 建設工 業株式 会社

電話 ( 0 1 9-6 01 -87 15 ) 主任技師

孔口標高 GH=

総掘進長 15.31m

標 標 層 深 柱

尺 高 厚 度 状

(m) (m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(m) (m) 図

106.35m
角

度

土

質

区

分

盛

土

104.90

104.45

1.45

0.45

1.45

1.90

180ﾟ

上 90ﾟ

下
0ﾟ

色

0ﾟ

調

黄
褐

シルト 褐灰

相

対

密

度

相

対

稠

度

軟

ら

か

い

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ

西
180ﾟ 南

記

90ﾟ

東

地
盤
勾
配 90ﾟ

-

鉛 水平0ﾟ
直

0ﾟ

孔
内
水
位

事

風化凝灰岩由来の掘削土砂による盛
土。
φ5～20mm(最大径φ40mm)の軟質角
礫を伴うシルト質細砂状である。

有機物散在する粒子均質なシルト。
粘性中位。

1.98
8/28

(m)

／
測
定
月
日

使
用
機
種

ボーリングNo

シートNo

岩手県紫波郡矢巾町矢幅第9地 割 地 内 北緯 3 9 ﾟ 36' 32.127"

東経 1 4 1ﾟ 9' 30.568"調査期間 令和 5年 8月 28日 ～ 5年 8月 29日

現場
代理人

- コア
鑑定 者 猪股 吾朗

試錐機 東邦地 下工機 D1 -C
ハンマー
落下用具

ボｰリング
責任者 佐 々木 知之

半自動落下装置

エンジン ヤ ンマー TF1 20 V- E ポン プ 東邦地下工機 B G- 3B

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

シ

ル

ト
混

り

礫

質

土

中

位
暗

緑

灰

非

常

に

密

還元帯のシルト混り礫質土。
基質は粒子不均質なシルト混り細～
粗砂。
礫はφ10～40mm(最大径φ70mm)の新
鮮円礫主体。
礫種は安山岩や凝灰岩が多い。
6m以浅で孔壁崩壊し同深度までケー
シングを挿入する。

91.04 13.41 15.31

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.43

15.15

15.31

10cmごとの

打撃回数

0 10 20

10

1

15

9

11

11

7

16

11

10

12

11

10

12

15

13

35

20

1

9

10

7

7

16

12

9

15

12

12

13

17

21

15

6

30

1

5

8

10

8

9

15

11

7

14

14

11

12

18

16

8

打
撃
回
数
/

貫
入
量

(cm)

3

30

26

30

31

30

26

30

23

30

47

30

34

30

26

30

41

30

37

30

33

30

37

30

50

30

50

28

50

16

3

26

31

26

23

47

34

26

41

8

37

33

37

50

54

94

28

0 10 20 30 40 50

N 値

度

(m)

原位置試験

深 試験名

および結果

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

掘

進

月

日

1.45

2.05

ﾌﾟﾚｯｼｬｰﾒｰﾀ試験
Em=1.86(MPa)

8

29

ボーリング柱状図

調査 名 盛岡地区統合新設校体育館( 仮) 【地質調査】

事業・工事名

ボーリング名

発注機関

調査業者名

No .2 調査位置

株式会社佐藤総合計画

新 栄重機 建設工 業株式 会社

電話 ( 0 1 9-6 01 -87 15 ) 主任技師

孔口標高 GH=

総掘進長 15.45m

標 標 層 深 柱

尺 高 厚 度 状

(m) (m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
90.88 13.50 15.45

(m) (m) 図

106.33m
角

度

土

質

区

分

盛

土

104.83

104.38

1.50

0.45

1.50

1.95

180ﾟ

上 90ﾟ

下
0ﾟ

色

0ﾟ

調

黄
褐

シルト 褐灰

相

対

密

度

相

対

稠

度

中

位

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ

西
180ﾟ 南

記

90ﾟ

東

地
盤
勾
配 90ﾟ

-

鉛 水平0ﾟ
直

0ﾟ

孔
内
水
位

事

風化凝灰岩由来の掘削土砂による盛
土。
φ10～50mm(最大径φ100mm)の軟質
角礫を伴うシルト質細砂状である。

有機物散在する粒子均質なシルト。
粘性中位。

2.03
9/1

(m)

／
測
定
月
日

使
用
機
種

ボーリングNo

シートNo

岩手県紫波郡矢巾町矢幅第9地 割 地 内 北緯 3 9 ﾟ 36' 32.201"

東経 1 4 1ﾟ 9' 29.506"調査期間 令和 5年 9月 1日 ～ 5年 9月 4日

現場
代理人

- コア
鑑定 者 猪股 吾朗

試錐機 東邦地 下工機 D1 -C
ハンマー
落下用具

ボｰリング
責任者 佐 々木 知之

半自動落下装置

エンジン ヤ ンマー TF1 20 V- E ポン プ 東邦地下工機 B G- 3B

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

シ

ル

ト
混

り

礫

質

土

中

位
暗

緑

灰

非

常

に

密

還元帯のシルト混り礫質土。
基質は粒子不均質なシルト混り細～
粗砂。
礫はφ10～30mm(最大径φ60mm)の新
鮮円礫主体。
礫種は安山岩や凝灰岩が多い。
5m以浅で孔壁崩壊し同深度までケー
シングを挿入する。

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.42

15.15

15.45

10cmごとの

打撃回数

0 10 20

10

2

12

10

9

14

7

11

15

12

12

11

12

14

13

15

20

3

8

9

9

18

7

12

15

14

9

12

12

16

20

14

30

2

10

11

8

14

10

11

14

17

13

12

13

20

17

7

16

打
撃
回
数
/

貫
入
量

(cm)

7

30

30

30

30

30

26

30

46

30

24

30

34

30

44

30

43

30

34

30

35

30

37

30

50

30

50

27

45

30

7

30

30

26

46

24

34

44

43

34

35

37

50

56

45

9

4

9

1

0 10 20 30 40 50

N 値

度

(m)

原位置試験

深 試験名

および結果

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

掘

進

月

日

ボーリング柱状図

調査 名 盛岡地区統合新設校体育館( 仮) 【地質調査】

事業・工事名

ボーリング名

発注機関

調査業者名

No .3 調査位置

株式会社佐藤総合計画

新 栄重機 建設工 業株式 会社

電話 ( 0 1 9-6 01 -87 15 ) 主任技師

孔口標高 GH=

総掘進長 15.45m

標 標 層 深 柱

尺 高 厚 度 状

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
90.69 14.85 15.45

(m)

105.54

(m)

0.60

(m) 図

0.60

106.14m
角

度

土

質

区

分

180ﾟ

上 90ﾟ

下
0ﾟ

色
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礫種は安山岩や凝灰岩が多い。
5m以浅で孔壁崩壊し同深度までケー
シングを挿入する。

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.39

11.15

11.39

12.15

12.45

13.15

13.38

14.15

14.45

15.15

15.45

(m)

／
測
定
月
日

使
用
機
種

ボーリングNo

シートNo

岩手県紫波郡矢巾町矢幅第9地 割 地 内 北緯 3 9 ﾟ 36' 30.312"

東経 1 4 1ﾟ 9' 30.511"調査期間 令和 5年 8月 29日 ～ 5年 8月 30日

現場
代理人

- コア
鑑定 者 猪股 吾朗

試錐機 東邦地 下工機 D1 -C
ハンマー
落下用具

ボｰリング
責任者 佐 々木 知之

半自動落下装置

エンジン ヤ ンマー TF1 20 V- E ポン プ 東邦地下工機 B G- 3B
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調査 名 盛岡地区統合新設校体育館( 仮) 【地質調査】

事業・工事名

ボーリング名

発注機関

調査業者名

No .4 調査位置

株式会社佐藤総合計画

新 栄重機 建設工 業株式 会社

電話 ( 0 1 9-6 01 -87 15 ) 主任技師
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粗砂。
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5m以浅で孔壁崩壊し同深度までケー
シングを挿入する。
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岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03
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基礎下端レベル:GL-2200

S25

1110 890

特記外は下記による

基礎伏図 A1:S=1/200

・基礎下端レベル:GL-1950=1FL-2750

・床スラブのFLからのレベル

1FL-2350

        スラブ上端    

・GL=106.042

・      印は釜場(H=600)を示す。

・      印は人通孔(600Φ)を示す。

・      印は埋戻しを示す。

・      印土間コンピットを示す。

  (t=150、D10@200ダブルクロス)

1FL-2200

・      印は柱最下階柱脚増打を示す。

・長期許容支持力度：250kN/㎡

・支持層：礫質土層（Ag層）

・   印はボーリング調査位置を示す。

・基礎底レベルで平板載荷試験を行い、

  地耐力を確認する。

・   印は平板載荷試験位置を示す。（単サイクル）

・基礎底レベルにて支持層が発現しない場合、

支持層・地耐力が確保できる層まで、

ラップルコンクリート、浅層改良等で地盤改良を行う。

・基礎芯＝柱芯とする。

1FL-1250

1FL-1950

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
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スロープ1詳細図参照

腰壁W18(H=800)

(
-
1
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5
0
)

・スラブ  S1

・小梁  B2

・床スラブおよび梁のFLからのレベル

・(  )内はFLからの梁天端レベルを示す。

FL-10

        スラブ上端    基礎梁上端

FL-800      

特記外は下記による

1階伏図 A1:S=1/200

FL-30  FL-800    

・壁 W18

FL-50  

・1FL=106.842=GL+800

・      印は鉛直スリットを示す。

FL-800    

FL-500  FL-800   

・    は設備基礎、球技用基礎を示す。

・    印は点検口(600×600)を示す。

・    印土間スラブ範囲を示し、天端は意匠図による

（t=150、D10@200ダブルクロス）

・RC小梁天端はスラブ天端とする。

・      印は埋戻しを示す。

FL-800  FL-800

FL-800  FL-1050

・<  >内はFLからの小梁天端レベルを示す。

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
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・スラブ  S1

・小梁  B2

・床スラブおよび梁のFLからのレベル

・(  )内はFLからの梁天端レベルを示す。

FL-10

        スラブ上端      梁上端

FL-10     

特記外は下記による

2階伏図 A1:S=1/200

・壁 W18

・      印は鉛直スリットを示す。

FL-40～-100 FL-100  

FL-150 -  

・<  >内はFLからのスラブ天端レベルを示す。

・      は水勾配（1/50）を示す。

FL-150～-200 FL-200  

FL-350  FL-150～-200

・RC小梁天端はスラブ天端とする。

・S小梁天端はスラブ下端とする。

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

Y

X

S-021

2階伏図
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・スラブ  S1

・小梁  B1

・床スラブおよび梁のFLからのレベル

-

        スラブ上端      梁上端

FL±0   

特記外は下記による

R1階伏図 A1:S=1/200

・<  >内はFLからの床スラブレベルを示す。

FL-50 FL-50  

・壁  W18

・    は設備基礎を示す。

・      は水勾配（1/50）を示す。

・RC小梁天端はスラブ天端とする。
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・スラブ  S1

・床スラブおよび梁のFLからのレベル

-

        スラブ上端    S梁上端    

-60～±0

特記外は下記による

R1階+3050屋根伏図 A1:S=1/200

・<  >内はFLからの床スラブレベルを示す。

・壁  W18

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

Y

X

S-022

R1階伏図・R1階+3050屋根伏図
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・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-023

軸組図(1)

A1:S=1/200X1通り軸組図 A1:S=1/200X2通り軸組図

A1:S=1/200X3通り軸組図 A1:S=1/200X4通り軸組図
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・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。
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岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-024

軸組図(2)

A1:S=1/200X5通り軸組図 A1:S=1/200X6通り軸組図

A1:S=1/200X7通り軸組図 A1:S=1/200X8通り軸組図 A1:S=1/200X9通り軸組図



GL

1FL

2FL

RFL1

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

RFL2

G11 B3 B3 B3 B3 B4 G11

G11B3B2B2G15

C1 C3

FG12B2FG16FG11FG11

SG1

SC1 SC1

800 800

1025 5650 5000 5000 5000 5000 5000 5000 7000

6675 37000 800

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

1
95
0

F6A F4 F4 F6A
基礎下端

10 10

FC1 FC1

F10

SG34

SC20
SCG34

FG10

1500

800
3
50

3
05
0

1
30
0

1
05
0

B2

50

2
99
0

475

GL

1FL

2FL

RFL1

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

RFL2

G13 G13 G13 G13 G13 G13 G13

G13G13G13E

EW18

G13G13G13G16

FG11 FG11 FG11 FG11 FG16 FG16 FG16

C3C2C2AC2C2C2C2C14
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

1
95
0

1025 5650 5000 5000 5000 5000 5000 5000 7000

6675 37000 800

基礎下端
F6A F9 F9 F7 F7 F7 F9 F5

1
00 10

1200

2
20
0

4
00

4
00

503
50

SG34SCG34
SC20

800

1500

F10

FG10

1
05
0

1
30
0

GL

1FL

2FL

RFL1

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

RFL2

基礎下端

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

1
95
0

FG11 FG11 FG11 FG11 FG11 FG11A FG11A

G16 G12 G12 G12 G12 G12 G12

G12AG12AG12G12G12G12G12

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

1325 5000 5000 5000 5000 5000 5000 7000

1500 37000 800

F6A F7 F7 F7 F7 F7 F8 F8

1
00 10 3
254
00

50 4
00

1
20
0

・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・      印は鉄骨梁のJointを示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。
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岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-025

軸組図(3)

A1:S=1/200X10通り軸組図 A1:S=1/200X11通り軸組図

A1:S=1/200X12通り軸組図 A1:S=1/200X13通り軸組図
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・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・      印は鉄骨梁のJointを示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。
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岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-026

軸組図(4)

A1:S=1/200Y1通り軸組図

A1:S=1/200Y2通り軸組図

A1:S=1/200Y1-5650通り軸組図



GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

C14 C12

C2 C1

CG2G2PG1A

FG6 FG4 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG8 FG8B FG2A

F3 F4 F4 F4 F4 F4 F4 F4 F7 F4 F9 F7

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

2
20
0

基礎下端

PG1 G2 CG2

FCG1

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

10 1
00

FC1FC1FC1FC1 FC1 FC1 FC1 FC1

50

600 400

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

600 400

1
95
0

基礎下端

1
05
0

GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

2
20
0

基礎下端

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

C14

FG6 FG4 FG1 FG2 FG2 FCG1

CG2

CG2G2

G2CG3CG3

PG1

C12

C2 C1

10 1
00

50

600 400

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

600 400

F3 F5 F7 F7

B3 B3 B3 B3 B3

1
05
0

1
95
0

基礎下端

・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-027

軸組図(5)

A1:S=1/200Y3通り軸組図

A1:S=1/200Y4通り軸組図



GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

2
20
0

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

FG6 FG4 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG2

PG1

PG1A G2

G2

10

C12

C2 C1

CG2

CG2A

FCG2

C14

F3 F4 F4 F4 F4 F4 F4 F4 F5 F4 F7 F7
基礎下端

1
00

50

600 400

FG1

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

FC1 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1

600 400

1
95
0

基礎下端

1
05
0

FC1

GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

C14 C12

PG1

C2A C1

PG1

FG3 FG2

G2

G2 CG2

CG2

FCG2

SG1

SC1 SC1

800 800

FG7 FG1A

F3 F8A F7 F7
基礎下端

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

2
20
0

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

1
0010

50

600 400

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

600 400

FG4

2
99
0

1
05
0

1
95
0

基礎下端

・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・      印は鉄骨梁のJointを示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-028

軸組図(6)

A1:S=1/200Y5通り軸組図

A1:S=1/200Y6通り軸組図



GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

C4 C3

G23G23 G23

C3 C3

G23

C3

G23

C3

G23

C3

G23

C3

G23

C3

G1 B7 CB1

G7G23G23G23G23G23G23G23G23

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1A FG3

F2 F8A F8A F8A F8A F8A F8A F8A F6A

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

1
95
0

基礎下端

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

1
20
0

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

B1

1
30
0

1
05
0

2
20
0

基礎下端

8
00

10

60

GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

2
20
0

基礎下端

C14

FG7

C12

C2 C1

CG2G2PG1A

G5

C20

FG8A

PG1

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

G2

FG5

F3 F8A F9 F8 F1

1
0010

50

FG1A

400600

S-049～S-051屋根トラス断面・軸組図参照

600 400

FG4 FG3

1
95
0

基礎下端

1
05
0

・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。

・      印は壁(W18)を示す。

・柱際の鉛直スリット下端は

水平スリット位置までとする。

GL

1FL

2FL

RFL1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

RFL2

EW18
G22

G22

C3 C3

G22

G22 G22
EW18

G22

C3 C3

G22

G22

EW18
G22

G22

C3 C3

G22

G22
EW18

G22

C3 C3

G22

G22

C3 C3

G1

G1

G1

G1

C3

G2E

C1

CG1

G6

C20

EW18

EW18
G2E

FG5FG2EFG8AFG8FG22EFG22FG22EFG22FG22EFG22FG22EFG22

F1A F1A F1A F1A F1A F1A F1A F1A F6A F6A F5 F8 F1

4
20
0

4
00
0

5
00
0

8
00

1
40
00

1
95
0

5700 5600 5600 5600 5600 5600 5600 5700 6000 6000 9000 3000

1500 69000 800

10

基礎下端

1
00

50

G22

4
00

EW18 EW18 EW18 EW18

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

工事名称

作成日 縮尺

2024.03 1/200(A1)

1/400(A3)

S-029

軸組図(7)

A1:S=1/200Y7a通り軸組図

A1:S=1/200Y7通り軸組図

A1:S=1/200Y8通り軸組図



基礎断面表(1) S=1/50

F1

D13-@200

D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 13-D19

下
端
筋
 
1
7
-
D
1
6

上端筋 D13@200

17-D16
13-D19

1FL

F2 F3

F4

1FL

F5

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

上端筋 D13@200

下端筋 17-D19

下
端
筋
 
1
7
-
D
1
9

D13-@200

17-D19
17-D19

D13@300以下

F6

基礎断面表(1)

1:50(A1)
1:100(A3)

S-030

D13-@200

D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 15-D16

下
端
筋
 
1
5
-
D
1
6

上端筋 D13@200

15-D16
15-D16

D13-@200
D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 15-D16

下
端
筋
 
1
5
-
D
1
6

上端筋 D13@200

15-D16
15-D16

D13-@200

D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 15-D16

下
端
筋
 
1
5
-
D
1
6

上端筋 D13@200

15-D16
15-D16

D13-@200
D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 13-D22

下
端
筋
 
2
3
-
D
1
3

上端筋 D13@200

23-D13
13-D22

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

F1A

D13-@200

D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 17-D16

下
端
筋
 
1
3
-
D
1
9

上端筋 D13@200

13-D19
17-D16

F6A

D13-@200
D13@300以下

上端筋 D13@200

下
端
筋
 
1
3
-
D
2
2

下端筋 23-D13

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

13-D22
23-D13

X

Y



F7 F8A

基礎断面表(2) S=1/50

1FL

F9

1FL

S-031

D13-@200
D13@300以下

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 19-D22

下
端
筋
 
1
9
-
D
2
2

上端筋 D13@200

19-D22
19-D22

D13-@200

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 21-D16

下
端
筋
 
1
5
-
D
2
5

上端筋 D13@200

D13-@200

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 25-D22

下
端
筋
 
2
5
-
D
2
2

上端筋 D13@200

25-D22
25-D22

基礎断面表(2)

1:50(A1)
1:100(A3)

FC1

5
-
D
2
2

5-D22

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

D13-@200 D13-@200

F8

D13-@200

21-D16
17-D25

上端筋 D13@200

下
端
筋
 
2
1
-
D
1
6

下端筋 17-D25

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

D13-@200

15-D25
21-D16

X

Y

□-D13@100

F10

D13-@200
D13@300以下

上端筋 D13@200

下
端
筋
 
7
-
D
1
3

下端筋 11-D13

上
端
筋
 
D
1
3
@
2
0
0

7-D13
11-D13

基礎梁と最下階柱の取合い要領

柱幅＜梁幅の場合、梁面＋50mmまで増打ちをする

L
2

5
0

（柱打増し要領による）



共　通　事　項

上端筋

D

三段筋

下端筋

敷き砂利(t=60)

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋
三段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：10－D13

1. スターラップ：

B
特記なき限り下記による

腹　筋

一段筋
二段筋

基礎梁断面表(1) S=1/40

位　置

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

位　置

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

位　置

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

基礎梁断面表(1)

1:40(A1)
1:80(A3)

-D13-@200

三段筋

三段筋

三段筋

三段筋

三段筋

三段筋

1FL

1FL

S-032

FG1

全断面

FG1A

全断面

FG2 FG2E

全断面

FG3 FG4

FG5 FG6

X1端 中央・X2端

600×1550 600×1550 600×1800 600×1800 600×1550 600×1800

600×1800 750×1800

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29 5-D29

5-D29 5-D29 5-D29

2-D29 2-D29 2-D29

5-D29 5-D29 5-D29

- - -

5-D29 5-D29 5-D29

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29

5-D29 5-D29 5-D29

D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200

D13-  -200 D13-  -200

8-D13 8-D13 10-D13 10-D13 8-D13 10-D13

10-D13 10-D13

-

-

-

-

1
,
0
50

-

- -

-

-

-

-

-

-

-

4-D29

2-D29 5-D29

5-D29 -

-

1
,
0
50 8
0
0

8
0
0

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

5-D29

端部 中央

8
0
0

5-D29

-

-

5-D29

-

-

5-D29

-

-

5-D29

-

-

端部 中央

5-D29

5-D29

5-D29

-

-

600×1800

FG6A

X1端 中央・X3端

750×1800

5-D29 5-D29

5-D29 5-D29

5-D29 5-D29

5-D29 5-D29

10-D13

5-D29

5-D29 -

-

1
,
0
50

600×1800

FG7

X1端 中央・X2端

700×1800

6-D29 6-D29

6-D29 6-D29

6-D29 6-D29

6-D29 6-D29

D13-  -200

10-D13

4-D29

6-D29 -

-
1
,
0
50

Y方向(上)

Y方向(上)

X方向(下)

X方向(下)

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

1FL

FCG1

全断面

600×900

5-D29

2-D29

5-D29

D13-  -200

4-D13

-

FB1

全断面

400×1800

3-D22

-

3-D22

D13-  -200

10-D13

-

8
0
0

8
0
0

- -

- -

FCG2

全断面

600×1800

5-D29

2-D29

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

8
0
0

-

-

FB2

全断面

400×1800

3-D22

2-D22

3-D22

D13-  -200

10-D13

2-D22

8
0
0

-

-

FG10

全断面

600×1300

5-D29

-

-

5-D29

D13-  -200

6-D13

-

-

1
,
3
00

カットオフ長さは2850mm以上とする カットオフ長さは3150mm以上とする

カットオフ長さは1950mm以上とする カットオフ長さは1850mm以上とする

下dt上dt

Y方向鉄筋

下dt上dt

X方向鉄筋

D29

設計主筋位置

※施工主筋位置は、必要かぶり厚を
確保した上、上表の数値以内とする。

12590 125 90

5.二段筋受け要領

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

※施工2段筋位置は1.5d+d´
（d:鉄筋呼び径 d´：鉄筋最外径）
を確保した上、上表の数値以内とする。

D29

80

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

FG2A

端部 中央

600×1800

5-D29

2-D29

-

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

8
0
0

8
0
0

5-D29

-

5-D29

-

-

2-D29

FG8

600×1800

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

-

-

8
0
0

5-D29

全断面

FG8A

600×1800

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

8
0
0

5-D29

全断面

4-D29

2-D29

FG8B

600×1800

5-D29

-

-

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

8
0
0

5-D29

5-D29

-

-

-

X10端・中央 X11端

8
0
0

全断面

2-D29

8
0
0

4．鉄筋位置

FGn

Ld

6.カットオフ長さ（Ld）

Ld

スターラップ同径2巻き

7.梁水平ハンチ　折れ点の補強筋要領図 

ハンチの長さは柱面から1000mmとする ハンチの長さは柱面から1000mmとする 

LdLd

（特記なき場合は標準図による）

カットオフ長さは2850mm以上とする

5-D29

D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200

全断面



基礎梁断面表(2) S=1/40

位　置

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

位　置

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

基礎梁断面表(2)

1:40(A1)
1:80(A3)

三段筋

三段筋

三段筋

三段筋

1FL

1FL

S-033

FG11

全断面

FG11E

全断面

FG12

全断面

FG13

FG14 FG15 FG21

全断面

FG21E

全断面

600×1800 600×1550

850×1800 850×1800 600×1550 600×1550

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29

- - 2-D29 2-D29

5-D29 -

-

-

- -

5-D29

-

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29

5-D29 5-D29 5-D29

D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200

D13-  -200 D13-  -200

10-D13 10-D13 10-D13 8-D13

10-D13 10-D13 8-D13 8-D13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8
0
0

8
0
0

8
0
0

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

1
,
0
50

5-D29

600×1800 600×1800

1
,
0
50

5-D29

-

2-D29

5-D29

-

-

1
,
0
50

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

2-D29

2-D29

Y1端 中央・Y3端 Y1端 中央・Y2端

1
,
0
50

5-D29

5-D29

FG21A

全断面

750×1550

6-D29

4-D29

6-D29

D13-  -200

8-D13

-

1
,
0
50

端部 中央

600×1800

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

600×1800

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

6-D29

6-D29

FG11A

全断面

600×1800

5-D29

2-D29

2-D29

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-
8
0
0

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

FG13A

600×1800

5-D29

4-D29

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

1
,
0
50

5-D29

-

2-D29

5-D29

-

-

端部 中央

1
,
0
50

2-D29

FG13B

1
,
0
50

全断面

5-D29

5-D29

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

-

600×1800

5-D29

FG16

全断面

600×1550

5-D29

2-D29

2-D29

5-D29

D13-  -200

8-D13

-

-

1
,
0
50

FG22

全断面

600×1800

5-D29

-

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

8
0
0

5-D29

5-D29

下端筋

一段筋

腹　　　筋

スターラップ

備　　　考

二段筋

二段筋

上端筋

一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

三段筋

三段筋

1FL

位　置

FG22E

全断面

600×1800

5-D29

-

5-D29

D13-  -200

10-D13

-

8
0
0

-

-

FG31

全断面

600×1550

5-D29

-

5-D29

D13-  -200

8-D13

-

1
,
0
50

-

FG31A

全断面

600×1550

5-D29

-

5-D29

D13-  -200

8-D13

-

1
,
0
50

2-D29 2-D29

4-D29

FG31E

全断面

600×1550

5-D29

-

5-D29

D13-  -200

8-D13

-

1
,
0
50

-

-

1FL

ピット上端

□2-D13150φ

2-D13

100φ

6
7
5
以
下

L1

ハンチの長さは柱面から1000mmとする ハンチの長さは柱面から1000mmとする 

共　通　事　項

上端筋

D

三段筋

下端筋

敷き砂利(t=60)

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋
三段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：10－D13

1. スターラップ：

B
特記なき限り下記による

腹　筋

一段筋
二段筋

-D13-@200

Y方向(上)

Y方向(上)

X方向(下)

X方向(下)

下dt上dt

Y方向鉄筋

下dt上dt

X方向鉄筋

D29

設計主筋位置

※施工主筋位置は、必要かぶり厚を
確保した上、上表の数値以内とする。

12590 125 90

5.二段筋受け要領

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

※施工2段筋位置は1.5d+d´
（d:鉄筋呼び径 d´：鉄筋最外径）
を確保した上、上表の数値以内とする。

D29

80

4．鉄筋位置

スターラップ同径2巻き

7.梁水平ハンチ　折れ点の補強筋要領図 

通気・通水口配筋要領
FGn

Ld

6.カットオフ長さ（Ld）

Ld

LdLd

（特記なき場合は標準図による）

カットオフ長さは3200mm以上とする

D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200 D13-  -200
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柱芯線図

特記なき限り下記による

1．柱芯は通リ芯とする。

S=1/75,1/150
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0
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0
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C11(1F～2F) C13(1F～2F)
C1(1F～2F) C1(1F～2F)

C12(1F～2F)

C12(1F～2F)

C12(1F～2F)

C12(1F～2F)

C12(1F～2F)

C12(1F～2F)

C3(1F～2F)

C14(1F～2F)

C4(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F)

C3(1F～2F)
C1(1F～2F)

C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F) C3(1F～2F)

C1(1F～2F)

C1(1F～2F)

C1(1F～2F)

C1(1F～2F)

C1(1F～2F)

C1(1F～2F)

C2(1F～2F)

C2(1F～2F)

C2(1F～2F)

C2(1F～2F)

C2A(1F～2F)

C2(1F～2F)

C15(1F～2F)

310 90

C20(1F)

6
1
0

9
0

310 90

C20(1F)

3
2
5
3
7
5

300 550

7
2
5

5
2
5

375 375

3
7
5

3
7
5

425 425

7
6
0

9
0

425 425

4
2
5

4
2
5FC1

375 375

3
7
5

3
7
5 FC1 FC1

FC1

375 375

3
7
5

3
7
5 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1

FC1

375 375

3
7
5

3
7
5 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1 FC1

FC1

375 375

3
7
5

3
7
5

FC1

375 375

3
7
5

3
7
5

2．FC1は基礎梁天端までとする。

X

Y

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

5
,
6
5
0

375 375

3
7
5

3
7
5

375 375

3
7
5

3
7
5 SC20(1F) SC20(1F)

FC1 FC1

2,795 2,950 255

2,795 2,950 255

SC1(RF) SC1(RF)

SC1(RF)SC1(RF)

2
,
7
0
0

C1(1F～2F)
C13(1F～2F) C13(1F～2F) C13(1F～2F) C13(1F～2F) C13(1F～2F) C13(1F～2F)

C14(1F～2F)

C14(1F～2F)

C14(1F～2F)

C14(1F～2F)

C14(1F～2F)

柱芯線図

1:75,150(A1)
1:150,300(A2)

S-034



共通事項

柱断面表 S=1/40

1.フープ　：D13－□－@100

B

特記なき限り下記による。

X

RC柱

D

フープY

2.仕口部フープはD13-  -@100とする。

3.( は寄せ筋を示す。

  C11、C13・15のX方向、C14のY方向は3-D13@100とする。

階 符号

断 面

B × D

主 筋

フープ

備 考

断 面

B × D

主 筋

フープ

備 考

異形鉄筋：a＝1．5d

6φを要所に2ヶ所以上入れる

異形鉄筋：a＝1．5d

6φを要所に2ヶ所以上入れる
a

aa

寄せ筋要領

カゴ鉄筋

柱頭カゴ鉄筋

出隅部のみフック付き

○:かご鉄筋
●:柱主筋

柱頭カゴ鉄筋(主筋と同径)

(主筋と同径)

b 視図a 視図

a

b

D

L
1

1
0
d

L
1
h

(
フ
ッ
ク
付
き
定
着
の
場
合
)

(
直
線
定
着
の
場
合
)

各柱の最上部で，D＜L2(柱筋)+40 の場合適用。

(適用外の柱頭においても、拘束筋D13のカゴ筋を配置する。)

柱頭　柱主筋定着長さ不足に対する処置方法

1

階

2

階

C1 C2 C2A C3 C4 C11 C12 C13 C14

C15 C20

750×750 850×850 850×850 850×850 850×1250 1250×850

850×1250 400×700

16 - D25 16 - D25 16 - D25 18 - D25 16 - D29+12 - D25(8 - D29) 30 - D29(14 - D29)

24 - D25 16 - D19

750×750 850×850 850×850 850×850 1000×850 1250×1250 850×850 850×1250 1250×850

850×1250

16 - D25 16 - D25 16 - D25 20 - D25 20 - D25 28 - D25 18 - D25 28 - D25 30 - D25

24 - D25

階 符号

断 面

B × D

主 筋

フープ

備 考

断 面

B × D

主 筋

フープ

備 考

1

階

2

階

 -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100

 -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100  -D13@100

 -D13@100

 -D13@100

 -D13@100 -D13@100

 -D13@100

( )内は芯鉄筋を示す( )内は芯鉄筋を示す

850×850

20 - D25

1000×850

20 - D25

3
3

1250×1250

28 - D25

 -D13@100
3

3

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6
8

5

6

5

6

8(2)

8(4)

8

8

9(7)

8(2)

9

8

8

6

6

4

2
0
0
以
内

2
0
0
以
内

200以内200以内

6

6

6

6

8

8

8

8

6

Y

X

3
3

4
4

4
4

3

3

S-035

柱断面表

1/40(A1)
1/80(A3)

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例



RFL

2FL

階
符 号

位 置

G1

全断面

G2

X11端 中央 X12端

G2E

全断面

G4

端部 中央

G5

全断面

G6

X12端 中央・X13端

G11

全断面

G12

全断面

G13

全断面

G13E

全断面

G14

全断面

断 面

B × D 600×850 650×850 600×850 600×750 650×750 600×750 600×900 600×850

600×850 600×850 400×750

5-D25 6-D25 6-D25 6-D25 5-D25 5-D25 5-D25 6-D19 5-D19 5-D19 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 4-D19

- 4-D25 - 4-D25 - 2-D25 - - 2-D19 - - -

- - -

- 2-D25 - 2-D25 - - - - 2-D19 - - -

- - -

5-D25 6-D25 6-D25 6-D25 5-D25 5-D25 5-D25 6-D19 5-D19 5-D19 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 4-D19

スターラップ

腹　筋 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

2-D13 2-D13 2-D13

備 考

断 面

B × D 600×800 650×800 600×800 600×800 600×950 600×800

600×800

5-D25 6-D25 6-D25 6-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

5-D25

- 2-D25 - 2-D25 - 1-D25 - - -

-

- - - - - - - - -

-

5-D25 6-D25 6-D25 6-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

5-D25

スターラップ

腹　筋 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 4-D13 2-D13

2-D13

備 考

RFL

2FL

階
符 号

位 置

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

上端筋

D

下端筋

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：2－D10

1. スターラップ：D13－   －＠200

B

特記なき限り下記による

一段筋
二段筋

共　通　事　項

腹　筋

 RC梁 

Y方向(上)

Y方向(上)

X方向(下)

X方向(下)

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

-D13-@200

-D13-@200 -D13-@200 -D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

2-D13

-D13-@150

-D13-@150

-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200 -D13-@100 -D13-@200

-D13-@200

大梁断面表(1) S=1/40

650×950

主筋 ハンチ勾配

1/6種類径

D19

D22

D25

D29

D32

SD345

SD345

SD345

SD390

SD390

①-D10

①-D13

②-D13

1
6

①-D10

3) 梁筋1本あたりに必要となるあばら補強筋の本数を示す。

2) せん断補強のあばら筋とは別に配筋が必要となる。

1) あばら補強筋はSD295とする。［注］

1
6

①-D13

1
6

②-D13

5.吊り上げ筋要領

ハンチの長さは柱面から1000とする

下dt上dt

Y方向鉄筋

下dt上dt

X方向鉄筋

D25

設計主筋位置

※施工主筋位置は、必要かぶり厚を
確保した上、上表の数値以内とする。

4.

11080 110 80

D25

80

※施工2段筋位置は1.5d+d´
（d:鉄筋呼び径 d´：鉄筋最外径）
を確保した上、上表の数値以内とする。

D29

80

2段筋の鉄筋芯-芯間隔

d
t

d
t

d
t

d
t

6.二段筋受け要領

43

G3

全断面

600×650

5-D25

-

-

5-D25

2-D13

-D13-@200

G15

全断面

600×700

5-D25

-

-

5-D25

2-D13

-D13-@200

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

G16

全断面

600×750

5-D25

-

-

5-D25

2-D13

-D13-@200

G12A

Y7端 中央 Y6・Y8端

600×800

5-D25 5-D25 5-D25

2-D25 - -

- - -

5-D25 5-D25 5-D25

2-D13

-D13-@200

カットオフ長さは1600mm以上とする

G7

全断面

600×600

5-D25

-

-

5-D25

-D13-@200

2-D132-D13

カットオフ長さは1300mm以上とする

S-036

大梁断面表(1)

1/40(A1)
1/80(A3)

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例



G21

全断面

G22

全断面

G23

全断面

G31

全断面

G31E

全断面

G32

全断面

G32E

全断面

G33

全断面

CG1

全断面

CG2

全断面

815×850 600×850 600×850 700×850 700×850 600×850 600×850 600×850

600×750 650×750

6-D25 5-D25 5-D25 6-D25 6-D25 4-D25 4-D25 4-D25

5-D25 6-D25

- - - - - - - -

2-D25 4-D25

- - - - - - - -

- -

6-D25 5-D25 5-D25 6-D25 6-D25 4-D25 4-D25 4-D25

5-D25 6-D25

24-D25(柱にL2定着) 2-D13 2-D13 24-D25(柱にL2定着) 24-D25(柱にL2定着) 2-D13 2-D13

2-D13 2-D13

900×740 600×800 850×800 800×800 600×800 600×800

600×750

5-D25+2-D29 5-D25 5-D25 4-D25 4-D25

5-D25

3-D29 - - 2-D25 -

2-D25

3-D29 - - 1-D25 -

-

5-D25+2-D29 5-D25 5-D25 4-D25 4-D25

5-D25

24-D29(柱にL2定着) 2-D13 2-D13 28-D29(柱にL2定着) 2-D13 2-D13

2-D13

RFL

2FL

階
符 号

位 置

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

RFL

2FL

階
符 号

位 置

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

-D13-@200-D13-@200-D13-@200-D13-@200-D13-@200 -D13-@150 -D13-@200

-D13-@100

-D13-@100 -D13-@100

-D13-@200-D13-@200 -D13-@100 -D13-@200-D13-@200

-D13-@200

-D13-@200

大梁断面表(2) S=1/40

4-D25+4-D29

3-D29

3-D29

4-D25+4-D29

CG3

全断面

3

4

上端筋

D

下端筋

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：2－D10

1. スターラップ：D13－   －＠200

B

特記なき限り下記による

一段筋
二段筋

共　通　事　項

腹　筋

 RC梁 

Y方向(上)

Y方向(上)

X方向(下)

X方向(下)

主筋 ハンチ勾配

1/6種類径

D19

D22

D25

D29

D32

SD345

SD345

SD345

SD390

SD390

①-D10

①-D13

②-D13

1
6

①-D10

3) 梁筋1本あたりに必要となるあばら補強筋の本数を示す。

2) せん断補強のあばら筋とは別に配筋が必要となる。

1) あばら補強筋はSD295とする。［注］

1
6

①-D13

1
6

②-D13

5.吊り上げ筋要領

下dt上dt

Y方向鉄筋

下dt上dt

X方向鉄筋

D25

設計主筋位置

※施工主筋位置は、必要かぶり厚を
確保した上、上表の数値以内とする。

4. 

11080 110 80

D25

80

※施工2段筋位置は1.5d+d´
（d:鉄筋呼び径 d´：鉄筋最外径）
を確保した上、上表の数値以内とする。

D29

80

2段筋の鉄筋芯-芯間隔

d
t

d
t

d
t

d
t

650×850

6-D25

2-D25

-

6-D25

2-D13

-D13-@100

G31A

Y7a端

800×800

-D13-@200

4-D25+4-D29

3-D29

3-D29

4-D25+4-D29
4

650×750

6-D25

4-D25

-

6-D25

2-D13

-D13-@100

650×750

6-D25

6-D25

-

6-D25

2-D13

-D13-@100

CG2A

全断面

Y7端・中央

4-D25+4-D29

3-D29

3-D29

4-D25+4-D29

1000×800

6.二段筋受け要領

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

28-D29(柱にL2定着)

4

4

4

4

4

4

4 4

44

4-D13(柱にL2定着)

4

90以内90以内

80以内80以内

90以内90以内 90以内90以内

80以内80以内 80以内80以内

90以内90以内

S-037

大梁断面表(2)

1/40(A1)
1/80(A3)

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例



二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号 共  通  事  項

D

3．幅止め筋：D10-@1000

1．スターラップ：□-D13@200

2．腹筋：2-D10

特記なき限り下記による

B

幅止め筋 

一 段
二 段

下端筋

腹筋

上端筋
一 段
二 段

スターラップ

片持梁・小梁断面表

片持梁・小梁断面表 

B1

全断面

B2

300x400

3-D16

3-D16

1:40(A1)
1:80(A3)

-

-

- 2-D10

B3

3-D22

3-D22

-

-

300x600

□-D10@200□-D10@200

B4 B5

端部

2-D10

中央

3-D22 3-D22

3-D22 3-D22

-

-

400x800

□-D13@200

-

S-038

4-D22

4-D22

2-D22

-

2-D22

全断面

2-D10

3-D22

3-D22

300x600

□-D10@150

2-D22

-

3-D22

3-D22

-

2-D22

連続端 中央

B8

端部

8-D10

中央

6-D22 6-D22

6-D22 6-D22

-

-

500x1500

□-D13@200

-

4-D22

B9

500x600

2-D10

3-D22

3-D22

-

□-D13@200

-

全断面

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

2-D10

4-D22

4-D22

-

□-D13@200

-

500x800

S=1:40

端部 中央

B6

400x800

2-D10

3-D22

3-D22

-

□-D13@200

-

全断面

B7

650x800

2-D10

7-D22

7-D22

-

□-D13@150

全断面

2-D22

他端

3-D22

3-D22

-

-

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号 CB1

650x750

2-D10

7-D22

7-D22

-

□-D13@150

2-D22

全断面

CB2

全断面

650x700

2-D10

7-D22

7-D22

-

□-D13@150

2-D22

B6A

400x700

2-D10

3-D22

3-D22

-

□-D13@200

-

全断面

B7A

650x700

2-D10

7-D22

7-D22

-

□-D13@150

全断面

2-D22



スラブ・壁断面表 

1:50(A1)
1:100(A3)

S-039

床スラブ断面表

スラブ厚符　号 短辺方向（主力筋） 長辺方向（配力筋） 備　考位　置

特記なき限り下記による 壁リスト

符　号

鉛直断面

特記なき限り下記による

配　筋
横　筋

縦　筋

縦　筋

横　筋

斜　筋

端部補強筋

備　考

開口

補強筋

上端筋

下端筋
S1 150

D10-@200

D10-@200

D10D13-@200

D10-@200

上端筋

下端筋
CS1 150

D10-@200

D10-@200

D13-@150

D10-@150

EW22

D13-@200 (ダブル)

D13-@150 (ダブル)

220

W18

D13-@200 (ダブル)

D10-@200 (ダブル)

180

EW18

D13-@200 (ダブル)

D13-@150 (ダブル)

2-D16

8-D16

8-D16

180

サポートの使用　許容スパンを超えるものはサポートを使用する

床型枠用鋼製デッキプレート

床型枠用鋼製デッキプレートは、建設技術評価制度による評価を取得たもの又は

同等品とし「床型枠用鋼製デッキプレート　設計・施工標準」に準拠し施工する。

1．幅止筋：D10-@1000×1000

EVり上げ用フック配筋図

異形鉄筋の場合

補強筋

スラブ筋

丸鋼の場合

D2222φ

180°フック

D16

増し打ちコンクリート

L1 L1

1
5
0

5
0

1
5
0

100

100

スラブ・壁受け要領

* スラブに壁が取り付く場合

壁

スラブスラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋は，梁にL2定着とする．

（ダブル配筋）

（シングル配筋） 横補強筋

縦補強筋
（ダブル配筋）

斜補強筋 開口補強ヨコ筋
開口補強
タテ筋

型配筋
（壁筋と同径、同ピッチ）
*EW,壁厚200以上の壁のみ

ダブル配筋

40d

40
d

40
d

4
0
d

4
0
d

35d

40d

開口補強要領

1. CS符号、ピット及び1階床スラブは在来型枠とする

上端筋

下端筋
S2 150

D10D13-@200

D10-@200

D13-@200

D10D13-@200

上端筋

下端筋
S3 200

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D10-@200

上端筋

下端筋
S4 200

D10D13-@200

D10-@200

D10D13-@200

D10-@200

上端筋

下端筋
S25 250

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

- _

スリット壁に直交する間仕切壁は鉛直スリットを設ける

2)スリット材とコンクリートが一体になる。

・スリット材がコンクリート打設時に変形や浮きが生じない、金物等で固定する。

・スリット材の施工精度は、上記性能と仕上納まりを満足する。

・スリット材廻りのコンクリート打設後の状況はジャンカ等ない事とする。

・振れ止め筋のコンクリートの被覆のない部分は、防錆処理を行う。

（壁）

スリット材（既製品、耐火、遮音性能を有するもの）

D13-@400

（柱） 耐震スリットの仕様

スリット材は、以下の性能を満足できる既製品を用いる。

スリット材の施工計画書を監督員に提出して承諾を受ける。

・耐火材は、必要な耐火性能を満足できる材料とする。

　水密試験方法（ＪＩＳＡ1517：1996）により水密性能（漏水がない）が満足される材料とする。

（再生ブチルシーラー、ブチルテープ、水返し形状のスリーシール等）

判定基準は、耐火性能、水密性能、遮音性能、地震時変形の下記性能を満足する。

1)都市再生機構（旧都市基盤整備公団）の品質判定基準に合格している。

（セラミック、炭酸カルシウム、ロックウール、フェノール、熱膨張シート等）

・遮音性能は、音響透過損失試験（ＪＩＳＡ1416：2000）の等級2（Ｒｒ-45等級以上）を満足する。

  但し、MR、機械室周りのスリット材は、等級4（Ｒｒ-55等級以上）とする。

（b）　　水平スリット構造スリット（完全スリット）詳細図

（ａ）　　鉛直スリット

完全柱際スリット詳細図　　注）水平スリットも同様とする

50

2
0

15

2
5

ロックウール

ポリエチレン発泡体

再生ブチルシーラー

コーキング

水膨張一液弾性シーラント
（５×１０）

（３×１５）

（Ｌ＝８００）

振れ止め筋

5
0

1
5

（Ｌ＝８００）
Ｄ１３－＠４００程度

硬質塩ビ補強板

ポリエチレン発泡体

補強金具（Ａ・Ｓ）

ロックウール

コーキング 再生ブチルシーラー
（３×１５）

再生ブチルシーラー
（３×１５）

（柱）

振れ止め筋 D13-@400程度

ラーメン外の壁※

※スリット幅は25mmかつ階高の1/100以上

・止水材は、層間変位追随性能試験（ＪＩＳＡ1414：1994）による1/100層間変形履歴後の

１）開口が700mm以下の場合

開口 ≦ 150 150 < 開口 ≦　300 300 < 開口 ≦　700

かぶり30以上

φ

1
6以下16

以
下

φ

1
6以上

添え筋 L
1

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

L
1

L1

L1

L1

L
1

L1 L1

L
1

L1

L1

n
X

nY

(nY／2)本

(nX／2)本

(nX／2)本

(nY／2)本

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

開口が150mm以下でも、鉄筋の折曲げ角度1／6を超える場合は、切り替えて添え筋をする。・

片持スラブに300mmを超えて700mm以下の開口がある場合は、梁に直交する補強筋を梁内に定着する。・

開口部が梁又は壁に接する場合は、接する側の補強を省略することができる。・

斜め筋はシングル配筋とし、上下筋の内側に配筋する。・

かぶり30以上

柱廻りも斜め筋は配筋する。・

開口部から設計かぶりを確保する。・

L1

スラブ開口補強要領

２）小開口が連続する場合

L
1

L
1

L1

L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

外接する長方形の最大寸法により、補強を・

開口間には2-D13を入れる。・

行う。

開口間のあきは、原則として100mm以上とする。・

700mmを超えるスラブ開口は不可とする。やむを得ず設ける必要がある場合は、監督職員と協議し・

小梁追加等、適切な開口補強を施す。

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

KW20

D13-@150 (ダブル)

□-D13@200

200

_

_

_

4-D16

2. 1階スラブ、PS、DS、片持ちスラブを除くスラブ型枠については、設備工事等関連工事に支障がないことを確認したうえで
   使用材料、使用箇所、デッキ計算書を監理者に提出し、承諾を受けることで床型枠用鋼製デッキの使用を可とする。

片持ちスラブの補強筋は、元端の梁面から定着長さを確保する。・

2-D13

2-D13

4-D13

4-D13(柱にL2定着する) 

CS1

アリーナ廻り　先端補強筋6-D13

CS1アリーナ廻り補強筋詳細図 S=1/20

2-D16

8-D19

8-D19

_

X1

Y1

RFL1

2-D13

柱 

上端筋

下端筋
S25A 250

D13-@150

D13-@150

D13-@150

D13-@150



鉄骨部材断面表 

1:40(A1)
1:80(A3)

S-040

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

鉄骨柱断面表 S=1/40

SC20

□-200x200x9

1. 鉄骨材質: BCR295

特記なき限り下記による

符号

1階

ベースプレート

スタッドボルト

B.PL-40x400x400(SN490B)

-

アンカー
8-M30(ABR490)

L=600(ダブルナット)

詳細図

軸径

長さ

ボルト備考

柱

脚

基礎梁天

B×D

主筋

帯筋

備考

基

礎

柱

断面図

符　号

フランジ ウェブ

Pc

備　考
ボルト断　面 外添板 内添板

厚x幅x長さ 厚x幅x長さ

添板寸法

厚x幅x長さ

鉄骨大梁断面表

ボルト
タイプ

NF g1 g2

ゲ－ジ

NW
H.T.B

・接合部の板厚の差が、１mmを超える場合は、フィラ－プレ－トを挿入する

・添え板（SPL）に用いる鋼材は母材（中央材）と同じ級のものとする

・保有耐力接合に関する計算方針は、ＳＣＳＳ－Ｈ９７による

※ボルト径によらず上記のボルト配置とする

※g1、g2の寸法に関しては、リスト参照

※リスト中のボルト本数は上記の部分の本数を示す

SP L

LSP 

添板

内添板

外添板

共通事項

ディテ－ルの共通事項

ウェブ

高力ボルト

ボルト穴径

M16 M20 M22

18.0 22.0 24.0

ボルト穴径

・高力ボルト(HTB)は、F10Tとする

10 ee @45

nF

  タイプ　B  

g
1

e
1

B

e
1

g
2

g
2

@P10 e e

nF

B

e
1

e
1

g
1

  タイプ　A    

フランジ

SP 

H-340x250x9x14 2PL- 9x200x1703x1M22 60ASG34

H-294x200x8x12 PL-9x200x410 2PL-9x80x410 2PL- 9x200x1703x1M20 60120 -A 3x2SG1

鉄骨小梁断面表

断　面 PL-(2)G.PL接合タイプ 備　考 共通事項

A TYPE

EE
10

@
P1

E4
0

接合タイプ

E4
0

G.PL

符　号

特記なき限り下記による

1. 材質：SS400   2. HTB:高力ボルトF8T

Rib.PL

HTB(N×m) P1 P2

P2

m

N

特記なき限り下記による

E=40

Rib.PLはG.PLと同厚・同材質とする。

B TYPE

EE
10

@
P1

E4
0

E4
0

G.PL
Rib.PL

P2

N

S=1/40 特記なき限り下記による。

1．鉄骨材質   SN400B  

SC1

750x750

16-D22

D13-   -@100

S=1/40

FL

20d

BPL

無収縮モルタル ア 30

30

ダブルナット、フック付き

A.BOLT

タイプリストによる
75

B
75

D
1
00

1
00

t

B

SECB

・B , D は取り付く部材で決定する。
・取り付け詳細は設計者と協議の上、
　変更可とする。

仕口はピン接合

鉄骨取合詳細図 S=1/40

部材断面 備　考BP-txBxDA.BOLT符　号 L

SG34 H-340x250x9x14 6-M20 BP - 28x300x400L

共通事項

1. 鉄骨材質: SN400B

特記なき限り下記による

2. A.Bolt SNR400B

3. ベースプレート　SN400B

2. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

座金は溶接する

2. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする 3. 現場溶接部は裏当て金を除去し、グラインダーで平滑に仕上げる

SCG34

現場溶接

2. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

（塩ビキャップ+シール）

H-340x250x9x14

現場溶接部は常温亜鉛めっき補修とする

H-340×250×9x14SB34 A PL-9 3x1-M20 60

100

頭付きスタッド:16φ@200(H=100)

350<B≦400

125 150

B≦200 200<B≦350

1
0
0

S梁天端
1-D13

D13-@200

1-D13
L-150×90×9
(SS400)

(SS400)
L-150×90×9

a≧150の場所

PL-9@1000
PL-16

PL-12

S梁天端

a＜150の場合

鉄骨梁の梁上フカシ要領図

・外部に接する場合は、F8Tとする

PL-9

RC梁天

B.PL-400x400x25(SN490B)

□-250x250x9

-

4-M24(SNR400)

L=480(ダブルナット、フック付き)

座金は溶接すること



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

３．５　％以上

ＰＣ鋼より線

ＳＷＰＲ７ＢＬ

３．５　％以上

ＰＣ鋼より線

ＳＷＰＲ７ＢＬ

６－φ１５．２ ７－φ１５．２

８３２．２　ｍｍ２ ９７０．９　ｍｍ２

１，５６６　ｋＮ １，８２７　ｋＮ

１，３３２　ｋＮ １，５５４　ｋＮ

呼　び　名

６－φ１５．２　ＳＷＰＲ７ＢＬ

７－φ１５．２　ＳＷＰＲ７ＢＬ

施工時緊張力

１，０９２　ｋＮ

１，２７４　ｋＮ

S-041

場所打ち一体式ＰＣ工事特記仕様書

-(A1)
-(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

5,600
5,600

8
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

7
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

50

9
50

8
50

2
65

2
9
2
.5

2
9
2
.5

4
00

5
50

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

7
,
0
00

9,000 3,00012,0005,700
12,0005,700 9,000 3,000

4
00

4
00

850

300 550

Y1

Y4

Y6

Y7

Y8

Y2

Y3

PG1

PG1

PG1

PG1

スラブ補強筋

5-D13@150

PG1

スラブ補強筋

5-D13@300

2階

プレストレスト鉄筋コンクリ－トに関する事項

2,使用鋼材

3,引張強度

4,降伏荷重

5,施工時鋼材緊張力

片引きとする。

27　N／mm2

1,566　kN

1,332　kN

1,827　kN

1,554　kN

1,092　kN 1,274　kN

6-φ15.2 SWPR7BL 7-φ15.2 SWPR7BL

2,コンクリ－ト設計基準強度

3,プレストレス導入時強度

4,施工上の注意

1,使用箇所 R1階2階

1,使用箇所

30　N／mm2

2,R1階

スラブ補強筋要領図 1/100

注）・スラブ補強筋は、L2定着とする。

　　　スラブ補強筋はスラブ断面の中央に配置する。

X9

柱

スラブ補強筋

5-D13@300

スラブ補強筋

5-D13@150

PRC大梁

Y2

　　・柱主筋は、定着具及びシースの位置を避けて配筋する。

注）・配筋は、各リスト参照のこと。

定着具納まり要領図 1/20

側面図

支圧板　PL-225X225X36

RFL1

平面図

支圧板　PL-225X225X36

スパイラル筋

無収縮モルタル

Y5

桁梁

シース

無収縮モルタル

スパイラル筋

PRC大梁

増打ち

柱

柱 PRC大梁

PG1A

PG1A

KEY　PLAN 1/200

注）・　　　は緊張端を示す。

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

PG1

PG1

PG1

スラブ補強筋

5-D13@150

スラブ補強筋

5-D13@300

R1階

PG1A

PG1A

増打ち

Y1

X13X12X11X8

X7

X9
X8 X12 X13X9

X7

X11

X9 X13X12X11

Y2通り

2FL

RFL1

1FL

柱

あと施工壁

コンクリート打設

柱

PRC大梁

PRC大梁 RC大梁

RC大梁

2FのPRC大梁緊張完了後

注）　　　で示す、PRC大梁に取り付く壁は

プレストレス導入完了後コンクリートを打設する。

壁あと施工要領図

PG1A

シース

面
柱

PG1A水平ハンチ長

Y5

X9

PG1A水平ハンチ長柱

面

X9

1,000

1,000

S-042

PRC関連図

1/200,1/20(A1)
1/400,1/40(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

(250) (200)
(200)

(250) (200)
(200)

(202.5)
(265)

(182.5)

梁幅b

梁
成

D

梁幅b

梁
成

D
t

(水平ハンチ長)

1,000
1,000

1,000

192.5192.5

192.5192.5

1,000

267.5 267.5

12,000

800 500

850

300 550

850

425 425

650 2,000 2,000 2,825 2,000 5252,000

12,000

800 500

850

300

850

425 425

650 2,000 2,000 2,825 2,000 5252,000

850

425 425

12,000

800 500

850

300 550

650 2,000 2,000 2,825 2,000 5252,000

1
0

9
00

1
80

7
20

650

3
50

9
00

5
50

650

3
50

9
00

5
50

650

225 225200 225200

9
50

1
80

7
70

650

9
50

650

9
50

3
50

6
00

650

225225200 225225200265

265

9
50

1
80

7
70

650

9
50

9
50

3
50

6
00

650

225225200 225225200265

800

4
00

5
50

550

225

3
50

6
00

RFL1

PG1

-D13@100stp. -D13@100stp.stp. -D13@150

デッドアンカー増打ち

各2-D13

4-D25 4-D25 4-D25

4-D25 4-D256-D25

X9

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

（計）2C-7-φ15.2 SWPR7BL

RC大梁補強範囲

RFL1

-D13@100stp. -D13@100stp.stp. -D13@150

各2-D13

4-D25 4-D25 4-D25

4-D25 4-D256-D25

X9 X11

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

（計）2C-7-φ15.2 SWPR7BL

RC大梁補強範囲

無収縮モルタル

PG1A

支圧板　PL-225X225X36

スパイラル筋

デッドアンカー

PRC大梁配線配筋図 1/40 注）・巾止め筋は、RC大梁に準ずる。

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

符号

　　・PC鋼材の水平方向位置は納まりを考慮し変更可能とする。1/40PRC大梁断面リスト

位置

R1階

2階

PG1

-D13@100stp. -D13@100stp.stp. -D13@150

スパイラル筋

支圧板　PL-225X225X36

無収縮モルタル

デッドアンカー

各2-D13

4-D25 4-D25

4-D25 4-D256-D25

X11

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

反

点
曲

（計）2C-6-φ15.2 SWPR7BL

RC大梁補強範囲

2FL

X9

4-D25

　 -D13@150　 -D13@100

4-D25

4-D25

　 -D13@100

4-D25

4-D25

4-D13

4-D25

　 -D13@150　 -D13@100

4-D25

4-D25

　 -D13@100

4-D25

4-D25

4-D13

2C-7-φ15.2SWPR7BL

中　央X9 端

2C-6-φ15.2SWPR7BL

6-D25

6-D25

4-D25

　 -D13@150　 -D13@100

4-D25

4-D25

　 -D13@100

4-D25

4-D25

4-D13

2C-7-φ15.2SWPR7BL

中　央X9 端 X11 端

6-D25

PG1APG1

X11 端

注）・巾止め筋は、RC大梁に準ずる。

Y3,Y5,Y7通り
Y2,Y4,Y6通り

増打ち
支圧板　PL-225X225X36

スパイラル筋

無収縮モルタル

4-D25

注）・(  )内寸法は、Y3通りを示す。 

RC大梁補強要領図

下端筋：断面リスト参照する

上端筋：断面リスト参照する

St. -D13@100

(Stpと兼ねても良い)

腹　筋：4-D16

PRC大梁上端増打ち補強要領

注）・PRC大梁上端にt＝70mm以上の増打ちを設ける場合

　　 上記要領で配筋する。

Stと同ピッチ

-D13増打ち

軸筋：4-D19

PRC大梁

位置 中　央X9 端 X11 端

Y2,Y3,Y5,Y6,Y7通り

X11

注）・デッドアンカーを定着するRC大梁は、上図の要領で補強する。

・上記補強範囲は、「PRC大梁配線配筋図」を参照する。

S-043

PRC大梁配線配筋リスト

1/40(A1)
1/80(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

5,000 5,000

37,000

7,000

Y8

5,0005,0005,000

Y7

4
,
0
0
0

Y6Y5Y4Y3Y2

8
0
0

9
,
8
0
0

5
,
0
0
0

▽
GL

▽
1FL

▽
2FL

▽
RFL1

C2

425

850

425

C2

425

850

425

C2

425

850

425

C2

425

850

425

C2A

425

850

425

C2

425

850

425

C3

90

850

760

△
基礎下端

1
,
9
5
0

1
,
8
0
0

FG11

1
,
8
0
0

FG11

1
,
8
0
0

FG11

1
,
5
5
0

FG16 1
,
5
5
0

FG16 1
,
5
5
0

FG16

8
5
0 G13

8
0
0

G13

8
5
0 G13

8
0
0

G13

8
5
0 G13

8
0
0

G13

8
5
0 G13E

8
0
0

G13

8
5
0 G13

8
0
0

G13

8
5
0 G13

8
0
0

G13

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

G13

F9 F9 F7 F7 F7 F9 F5
5-D29 5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25

W18

W18

EW18

W18

5,000
Y1

1
,
8
0
0

8
0
0

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

8
0
0

X11 通り架構配筋詳細図 S=1/50

特記なき限り下記による。

1.フ-プ一般部　D13-    -@100

2.スターラップ　D13-   -@200

  　 　仕口部　D13-    -@100

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

5-D29

1
0
0

7
5
0

1
0

D
1
3
-
 
 
-
@
1
0
0

8
0
0

G13

G16

FG11

2-D13

2-D13

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D132-D13

8
0
0

8
0
0

3.      印は増打ちを示す。

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29
5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29
2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29
5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29
2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D29

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

S-044

架構配筋詳細図

1/50(A1)
1/100(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

1
,
5
1
2.
5

3
,
4
8
7.
5

45,075(上弦・下弦ボール間距離)

3
2,

97
5(

上
弦

・
下

弦
ボ

ー
ル

間
距

離
)

支承芯 支承芯 支承芯 支承芯 支承芯

支
承

芯
支

承
芯

支
承

芯
支

承
芯

支承芯支承芯 支承芯 支承芯

支
承

芯

X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

Y8

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y

X

（註記）

アリーナ屋根トラス全体伏図

表記は支承位置を示す

S1

S1

S2S2

2
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

5
,
0
00

2
,
8
25

4
,
1
75

5
,
0
00

3
7
,
00
0

3
2
,
82
5 5

,
0
00

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,6005,700

45,000

5,650

5,700

5,825

4
,
9
50

50

125

5
0

下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

伏図共通事項 

1
6
5
1
2.
5

1
6
5
1
2.
5

8
00

8
00

S-045

アリーナ屋根トラス伏図(1)

1/100(A1)
1/200(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2

TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2 TP2TP1TP1 TP1TP1TP1TP1TP1 TP1TP1

TP1TP1 TP1TP1TP1TP1 TP1TP1 TP1

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

T
P
3

50 125

2
00

下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

伏図共通事項 

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,8002,800 2,800

3
,
3
34

3
,
3
33

3
,
3
34

3
,
3
33

3
,
4
8
7.
5

3
,
4
8
7.
5

3
,
3
33

3
,
0
25

3
,
0
25

2,825 2,825 2,912.5 2,912.5

45,075(下弦ボール間距離)

1
,
5
1
2.
5

3
,
4
8
7.
5

3
2,

97
5(

下
弦

ボ
ー

ル
間

距
離

)

3
,
2
83

非常用照明受用取付ピース詳細図 S=1/20

立上り壁外面 下弦ボール芯 下弦ボール芯 立上り壁外面

下
弦

ボ
ー

ル
芯

立
上

り
壁

外
面

立
上

り
壁

外
面

1FL+9350

下
弦

ボ
ー

ル
芯

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y8

Y

X

Y2

Y3

Y4
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Y7a

Y1

X1

アリーナ屋根トラス(下弦ボール面)伏図

（註記） 表記は支承位置を示す

印 1）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とする註記

2) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とする

印は非常用照明受用取付ピースの位置を示す( 計12ヶ所 )

貫通ボルトM20(B)下弦ボール
(160φ・180φ)
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アリーナ屋根トラス伏図(2)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03
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上弦ボール面レベルデッキ面レベル

下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

伏図共通事項 

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800

3
,
3
33

3
,
6
00

3
,
2
00

3
,
3
54

3
,
3
33

3
,
3
3
3,
5

3
,
3
3
3.
5

3
,
1
79

45,075(上弦ボール間距離)

2,8002,350 1,900 2,3502,800 2,075

1
,
6
67

3
,
0
25

1
,
5
1
2.
5

3
,
4
8
7.
5

1
,
6
17

3
2,

97
5(

上
弦

ボ
ー

ル
間

距
離

)

S=1/20照明受用取付ピース詳細図
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Y3
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Y5

Y6

Y7

Y7a

Y8

X

Y

X

Y

アリーナ屋根トラス(上弦ボール面)伏図

特記なき庇面方杖は[HV1]とする（註記）

印は照明受用取付ピースの位置を示す( 計24ヶ所 )

印 1）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とする註記

2) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とする

矢視矢視

矢視

表記は[DB1]・[a]材の継手取合位置を示す(但し、継手取合位置は建方手順により適宜調整可能とする)
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アリーナ屋根トラス伏図(3)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

Y8

Y1

Y

X

（註記）

アリーナ屋根トラス(中段面)伏図

表記は[V1]設置位置を示す
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下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

伏図共通事項 

S-048

アリーナ屋根トラス伏図(4)

1/100(A1)
1/200(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

WP1WP1

TP3 TP3

WP1

TP1

WP1

TP1

下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

断面軸組図共通事項 

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,8002,800 2,800 2,912.5 2,912.5

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800665 5202,8002,800 2,8002,350 2,3502,8001,900 2,075

2,825 2,825

3,3333,333,53,333 3,333.5 3,179 3,6003,200 3,354 540

3,3333,487.53,487.53,333 3,0253,334 3,3333,334

1,667

3,025

3,025

1,512.5 3,487.5

1,617610

3,283

SB2

DB1

DB2

WP1

SB1

TP1

WB1

a

胴縁

V1

HV1

WB2

TV1

TP2

TP3

WH2

WP2

WH1

WK1

仮想ポイント
引付仮想ポイント

[特記] Y1 通り側上弦トラス芯関係図

ボール芯

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(最頂部)

[WP1]外面 [WP1]外面

1FL

2FL

設計GL

ボール芯

下弦ボール芯

1FL

軒高(1FL+9000)

[WP1]外面 [WP1]外面

2FL

設計GL

ボール芯

ボール芯

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

16512.5
800

16512.5
800

16512.5
800

16512.5
800

1617
80.8

1FL+11350
1FL+11430.8

上弦ボール芯(仮想ポイント)

トラス引付仮想ポイント

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y7 Y7a Y8Y6Y2 Y3 Y4 Y5Y1

Y1
備　考取　合

1）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

屋根部鉄骨部材（主架構システムトラス部材は別図参照）サイズリスト

2）SPL- 表示のスプライスプレートの材質は、特記なき限り SS400 とする（鋼材は電炉材の使用を可とする）

4) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とし、[通し]表示は通しボルトとする

3) HTB 表示の高力ボルトは、S10T 又は F10T とする

註記

材　質

5)『B』付表示のボルトは、普通ボルト『溶融亜鉛めっき』<強度区分4.6又は4.8>とする

符号・部位 サイズ

アリーナ屋根トラス S2-S2 断面図

アリーナ屋根トラス S1-S1 断面図

（註記） 部は特記参照のこと

上弦ボール芯

上弦トラス引付仮想ポイント

上弦ボール芯(水下)

トラス仮想芯(勾配             )
上弦トラス芯(勾配             )

上弦トラス芯(勾配               )

3
50

3
50

200

形状は詳細図参照

取合詳細図参照

SS400

2C-120x60x20x3.2 @2700 SSC400

SSC400 C-120x60x20x3.2

形状は詳細図参照

柱部:H-150x150x7x10[組立加工]

梁部:BH-227x150x12x9[組立加工]

SN400B 取合詳細図参照

綴りRF-9,1-M16『B』@1000以内

 [-150x75x9x12.5[組立加工] 取合詳細図参照

SS400 [-150x75x6.5x10 取合詳細図参照

2-M16『B』

取合詳細図参照

 H-125x125x6.5x9 SN400B

綴りRF-9,1-M16(B)

G.PL-9 [通し]2-M16(B) フタPL-4.5

摩擦面処理不要G.PL-9 HTB 1-M16

取合詳細図参照

取合詳細図参照

SNR400B

SSC400 C-100x50x20x2.3 @600

SS400 G.PL-9 HTB 2-M16

 1-M16(ターンバックル付)

 L-65x65x6

天井受材SSC400

SSC400 G.PL-9 2-M12『B』 C-120x60x20x3.2【横使い】 リップ面にPL-4.5x100x110

 C-60x30x10x2.3 @1200以内

2L-65x65x6 SS400

2L-65x65x6 SS400

SS4002[-125x65x6x8

綴りRF-9,1-M16(B)

綴りRF-9,1-M16(B)

HTB 2-M16

HTB 2-M16

SS400 [-150x75x6.5x10【横使い】 G.PL-9

PL-12 HTB 2x2-M20

G.PL-9

下部:G.PL-9

HTB 2-M20

上部:取合詳細図参照

SS400

□-100x100x3.2

□-150x150x6

STKR400

STKR400

G.PL-9 HTB 2-M16

HTB 2-M16

ベンドPL-6([DB1]に溶接)

ベンドPL-9

 [-180x75x7x10.5【横使い】

BH-148x150x9x9【横使い】

SN400B

SN400B

4
,
2
00

3
,
8
50

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,6005,700

45,000

5,650

≒
2
,
7
12
.8

5,700

5,825

9
,
0
00

8
00

5
,
0
00

4
,
0
00

2
,
8
00

1
,
0
50

4
,
2
00

8
00

2
,
0
00

9
,
0
00

8
00

5
,
0
00

4
,
0
00

4,175

5,000 2,8255,000

16,512.5

5,0005,000 5,000 5,000

32,825

33,025

16,462.5

50

1,617

125

50

50

S-049

アリーナ屋根トラス断面・軸組図(1)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

WP1 WP1

WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1V1 V1WP1 V1 WP1
V1V1

V1 V1 V1 V1

TP1 TP1

WP1WP1

TP1 TP1

WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1 WP1V1V1 V1 V1
WP1

V1

V1V1V1 V1V1

TP3 TP3 TP3 TP3 TP3 TP3 TP3TP3 TP3

V1

TP3 TP3 TP3 TP3 TP3 TP3 TP3 TP3TP3

WP1

WK1

WK1

WK1

WK1

WK1

WK1

WK1

WK1

WP2

WP2WP2

WP2

WP1

WP1

WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1WB1

WB2WB2WB2WB2WB2 WB2WB2WB2WB2

WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1 WB1WB1 WB1

WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2 WB2

WB1
WB1 WB1

WB1
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WB1WB1WB1
WB1 WB1

WB1
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WB1 WB1

WB1
WB1

WB1WB1WB1
WB1 WB1

WB1
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WB1 WB1
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WB1 WB1

WB1WB1
WB1 WB1 WB1

WB1WB1
WB1

WH2 WH2 WH2 WH2 WH2 WH2 WH2 WH2WH2WH2

WB2 WB2WB2

WB2 WB2

下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

断面軸組図共通事項 

3,333 3,3333,333,53,333.5 3,179 3,6003,200 3,354 5403,025 1,667

3,3333,333 3,333,5 3,333.53,1793,600 3,2003,354540 3,0251,667

610 1,617

1,617 610

1,512.53,487.5

1,512.5 3,487.5

仮想ポイント

胴　縁

仮想ポイント

胴　縁

引付仮想ポイント

引付仮想ポイント

[特記] Y1 通り側上弦トラス芯関係図
上弦ボール芯(仮想ポイント)

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

800
16512.5

800
16512.5

パラペット天端

[WP1]外面[WP1]外面

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(仮想ポイント)

下弦ボール芯

800
16512.5

800
16512.5[WP1]外面 [WP1]外面

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

軒高(1FL+9000)

支承芯

支承芯

上弦ボール芯(水下)

上弦ボール芯(水下)
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支承芯 支承芯 支承芯 支承芯

支承芯 支承芯 支承芯 支承芯

トラス引付仮想ポイント

トラス引付仮想ポイント

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y7a Y8Y1

Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y7aY8 Y1

Y1

アリーナ屋根トラス X9 通り側軸組図

アリーナ屋根トラス X1 通り側軸組図

（註記） 部は特記参照のこと

（註記） 部は特記参照のこと

上弦ボール芯

上弦トラス引付仮想ポイント

上弦ボール芯(水下)

トラス仮想芯(勾配             )
上弦トラス芯(勾配             )

上弦トラス芯(勾配               )
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アリーナ屋根トラス断面・軸組図(2)
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下部コンクリート部架構図は別構造図参照の事

主架構システムトラス部材はトラスサイズ伏図参照の事

断面軸組図共通事項 

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,8002,8002,800 2,800 2,8001,9002,350 2,075 2,350 520665

2,8002,8002,8002,8002,8002,8002,8002,8002,800 2,800 2,8002,8002,800 1,900 2,3502,0752,350520 665

胴　縁

胴　縁

上弦ボール芯(水下)

下弦ボール芯

[WP1]外面[WP1]外面

支承芯 支承芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

[WP1]外面 [WP1]外面

支承芯支承芯

軒高(1FL+9000)

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

X1X2X3X4X5X6X7X8X9

アリーナ屋根トラス Y1 通り側軸組図

アリーナ屋根トラス Y7a 通り側軸組図

3
50

3
50

2
,
0
00

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,7005,700

45,000

5,650 5,660

2
,
0
00

5,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700 5,700

45,000

5,6505,660

4
,
2
00

4
,
2
00

3
,
8
50

3
,
8
50

4
,
2
00

1
,
0
50

4
,
2
00

1
,
0
50

50

125

50

125

S-051

アリーナ屋根トラス断面・軸組図(3)

1/100(A1)
1/200(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

2

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

アリーナ屋根トラスサイズ(下弦ボール・下弦材)伏図 （註記） 表記は支承位置を示す （註記） 表記は支承位置を示す

は束材サイズを示す

アリーナ屋根トラスサイズ(ラチス材・束材)伏図

アリーナ屋根トラスサイズ(上弦ボール・上弦材)伏図
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ボールサイズ(㎜)記号鋼管サイズ記号

5 P-101.6x3.2

P- 89.1x2.84

3

2

P- 76.3x2.8

P- 60.5x2.3

6

5

4

B160(φ160)

B180(φ180)

B140(φ140)

6 P-114.3x3.5

7 B200(φ200)7 P-139.8x4.0

8 B230(φ230)

9 B260(φ260)

8 P-165.2x4.5

9 P-190.7x5.3

2[-200x80x7.5x11<SS400>

G.PL-25<SN490B>
取合

2[-200x80x7.5x11<SS400>

取合
G.PL-32<SN490B>

HTB 6-M20

HTB 6-M20

綴りPL-25<SN400B>,2-M20(B) @1000以内

綴りPL-32<SN400B>,2-M20(B) @1000以内

201

200

システムトラスサイズリスト

部品の材質

規　格 材　質部品名称

及び

断面形状

部品名称

スペーサー
コネクター セットスクリュー

ノーズコーン 鋼管

溶接部
六角部

ボール

鋼　管

ボール

ノーズコーン

コネクター

スペーサー

JIS G 3444

JIS G 3223

JIS G 3115

JIS G 3101

JIS G 4051

(JIS G 5102)

JIS G 4105

JIS G 4103

JIS G 4051

STK400

SFT590

SPV490

SS400

S25C

SCM435,SCM440

SNCM439

S45C

スミストロング55HA

SCC60Mまたは同等品以上

SCW450相当品

(1) 接合部仕様

(3) 施工・建方用仮設計画

(4) その他

(2) 製作

・システムトラスの製作工場は，その製品の製作に当たり，十分な

加工設備・加工技術・品質管理体制を整えている工場を選定するものとする。

技術を有し，システムトラスの組立・建方について十分な知識を

・施工担当技術者は，鉄骨組立・建方について十分な経験及び

また，施工に先立ち構造材・仮設など安全性を検討した施工計画書

を提出し承諾を受ける。

有するものとする。

・システムトラスに取り付くあらゆる二次部材は，節点に取り付ける

ことを原則とする。

誠実に施工する。

・製作キャンバーは一切とらないものとする。

・その他図面に特記なき事項については，監督職員の指示に従い

本工事に使用するシステムトラスの接合部は、「トラス用機械式継手」として、国土交通大臣による認定(認定番号:MMJT-9001)を受けたものとする。

・施工中いかなる場合でも，部材に計画した以上の荷重を加えてはならない。

システムトラス特記事項

X

Y

X

Y

X

Y

・システムトラスのジャッキダウン後の鉛直変形量については、実測を行い、

解析値と比較し、変形量が適切であるか監督職員と協議する。

S-052

アリーナ屋根トラスサイズ伏図

1/150(A1)
1/300(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

A2支承 A2支承 A2支承 A2支承 A2支承 A2支承 A2支承

B1支承

B1支承

B1支承

B2支承

B2支承

B2支承

C2支承 C2支承

C1支承 C1支承
A1支承 A1支承 A1支承 A1支承 A1支承 A1支承 A1支承

支承芯支承芯 支承芯 支承芯 支承芯 支承芯

支
承
芯

支
承
芯

支
承
芯

支
承
芯

支承芯 支承芯 支承芯

支
承
芯

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y7a

X

Y

Y1

Y7aY1

X1 X9

S=1/40, 1/100

表記は、詳細図にて図面化した位置を示す

註記

アリーナ屋根鉄骨支承・アンカー伏図

S=1/10アンカー部(I型)詳細

表記は、座金の溶接完了後のルーズ方向を示す

2
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2
2
5

220 220
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2
5
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220 220
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0
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0
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0
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0

185 185
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0
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0

185 185
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185 185
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0
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0

185 185
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0

1
6
0

185 185
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0

1
6
0

185 185

1
6
0

1
6
0

185 185

1
5
0

1
5
0

150150

220 220

150150

1
5
0

1
5
0

140140

150150

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

150150
200 200

2
1
0

2
1
0

200 200

2
1
0

2
1
0

200 200

2
1
0

2
1
0

200 200

2
1
0

2
1
0

200 200
2
1
0

2
1
0

200 200

2
1
0

2
1
0

200 200

2
1
0

2
1
0

立上り壁の施工時期

無収縮モルタル

5
0

RC天端

スライディングパット

シートプレート

ベースプレート

ステンレス板（ベースプレートに溶接）

ナット

ナット

丸ワッシャー

座金

ナット

ナット

定着板

立上り壁

立上り壁

立上り壁

立上り壁

完了したことを確認した後に、施工する。

※下図に示す斜線部の立上り壁の施工時期は、屋根トラスの支承部（座金）の現場溶接が

ア
ン
カ
ー
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ル
ト
埋
め

込
み
長
さ
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,
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,
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3
2
,
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,
0
00

2
,
8
25

2
00

5,700

5,650

1255,700

5,82550

5
0
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,
0
00

4
,
9
50

S-053

アリーナ屋根鉄骨支承・アンカー伏図

1/40,100(A1)
1/80,200(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

PL-19<SN490B>

PL-16<SN490B>

PL-16<SN490B>

(X1通り)PL-16<SN490B>
(X9通り)PL-19<SN490B>[トラス下弦材(201)取合]

PL-19<SN490B>

PL-25<SN490B>PL-25<SN490B>

PL-9

PL-16<SN490B>

PL-12x155x290([WH1]用)

PL-16<SN490B>

PL-12x155x290([WH1]用)

PL-16<SN490B>

PL-12x155x290([WH1]用)

TP1TP1TP1

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

シートPL-9

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

座金【全てのボルトに適用】

φ90孔明
ベースプレート

ステンレス板 T=2.0<SUS304>

ボール(φ230)

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M39<SNR490B>

座金(溶接なし)【全てのボルトに適用】
PL-16x140φ

φ80孔明

ルーズ方向

ベースプレート
PL-25x500x500<SN490B> アンカー孔径29Φ

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M27<SNR400B>

25°

ボール(φ260)

25°25°

ボール(φ230)

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M39<SNR490B>

PL-25x120φ<SS400>
定着板

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

シートPL-9

座金【全てのボルトに適用】
PL-16x140x230<SN490B>

ルーズ方向

ベースプレート
PL-36x600x600<SN490B>

ステンレス板 T=2.0<SUS304>

ベースプレート

アンカー孔径41Φ

PL-19x91φ<SS400>
定着板

アンカー孔径29Φ

シートPL-9

ベースプレート

PL-25x120φ<SS400>
定着板

アンカー孔径41Φ

ベースプレート
PL-36x600x800<SN490B>

ルーズ方向

PL-16x140x330<SN490B>

25° 25°

ステンレス板 T=2.0<SUS304>

軒高(1FL+9000)

支承部ボール芯

シートプレート下端

支承部ボール芯

軒高(1FL+9000)

シートプレート下端

支承部ボール芯

軒高(1FL+9000)

シートプレート下端

X9X1

X

Y

X

Y

Y7a

X

Y

Y1 Y1 Y1

矢視

矢視

矢視 矢視

矢視矢視矢視

イ

ロ

イ

ロ

イイ

ハ

イ

ロ

ハ

イ

ロロロ

A1 支承 計 7ヶ所 C1 支承 計 2ヶ所A2 支承 計 7ヶ所
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41

185 185
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8
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7
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8
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7
60
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0
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8
00
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25
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み
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(
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(
埋

め
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み
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さ
)

1
50

360295

1
50

1
50

395

7
00

7
00

7
00

4

位置調整後(三辺)

6

1A 1A

6

4

位置調整後(三辺)

1A

6

1A

S=12

10-200S=2 10-200S=2

S=12

10-200S=2

X9通り側

註記註記 1）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とするアリーナ屋根鉄骨支承部詳細図-1
2) 特記なき屋根鉄骨部分は、別図参照

3) アンカーボルトの施工管理は、ＸＹ方向共に±10㎜以内とする。±10㎜を超えた場合は、地震時の変形用クリアランス量が不足する可能性がある為、監督職員と協議の上対応策を決定する

S-054

アリーナ屋根鉄骨支承部詳細図(1)

1/20(A1)
1/40(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

PL-32<SN490B>

PL-19<SN490B>

PL-32<SN490B>

PL-19<SN490B>

PL-16<SN490B>

PL-16<SN490B>

(X1通り)PL-16<SN490B>
(X9通り)PL-19<SN490B>[トラス下弦材(201)取合]

PL-12 PL-12

G.PL-9([TP2]用) G.PL-9([TP2]用)

PL-16<SN490B>

PL-12x155x290([WH1]用)

TP1

定着板
PL-25x120φ<SS400>

PL-25x120φ<SS400>
定着板

シートPL-9

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

シートPL-9

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

<四フッ化エチレンシート>
スライディングパット T=2.4

シートPL-9

ルーズ方向

座金【全てのボルトに適用】
PL-19x140x350<SN490B>

ベースプレート
PL-40x840x650<SN490B>

座金(溶接なし)【全てのボルトに適用】
PL-16x140φ

φ80孔明

ルーズ方向

ベースプレート
PL-25x500x500<SN490B> アンカー孔径29Φ

ルーズ方向

座金【全てのボルトに適用】
PL-19x140x190<SN490B>ベースプレート

PL-40x520x700<SN490B>

ベースプレート

ステンレス板 T=2.0<SUS304>

φ90孔明
ベースプレート

ステンレス板 T=2.0<SUS304>ステンレス板 T=2.0<SUS304>

ベースプレート

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M42<SNR490B>

25°

ボール(φ230)

25°

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M27<SNR400B>

ボール(φ230)

25° 25°

アンカー孔径44Φ
アンカー孔径44Φ

PL-19x91φ<SS400>
定着板

アンカー孔径29Φ

25°

アンカーボルト

Ｉ型・ダブルナット締メ
4-M42<SNR490B>

ボール(φ230)

25°

支承部ボール芯

軒高(1FL+9000)

シートプレート下端

支承部ボール芯

軒高(1FL+9000)

シートプレート下端

支承部ボール芯

軒高(1FL+9000)

シートプレート下端

X9

X

Y X

Y

Y

X

Y7a

X1

Y7a

X9

X1

矢視矢視 矢視

矢視 矢視

矢視

イ

イ

イ

ロ

イ

イ イ

ロ ロ

ロ ロ

ロ

B1 支承 計 2ヶ所C2 支承計 3ヶ所 計 3ヶ所B2 支承
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00

5
0

3
00

3
50

6
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7
50

5
0

5
00

425 425

7
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1
00

2
00
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1
00

2
00

7
50
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300 550

430 430 430

44

265

5
0

3
00
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1
,
0
00

450 450
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1
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み
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(
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め
込

み
長
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)

(
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め
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み
長
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)

1
50
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7
00

4

位置調整後(三辺) 位置調整後(三辺)

6

1A1A1A 1A
4

S=12 S=12

10-200S=2 10-200S=210-200S=2

X1通り側

註記註記

2) 特記なき屋根鉄骨部分は、別図参照

1）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とするアリーナ屋根鉄骨支承部詳細図-2

3) アンカーボルトの施工管理は、ＸＹ方向共に±10㎜以内とする。±10㎜を超えた場合は、地震時の変形用クリアランス量が不足する可能性がある為、監督職員と協議の上対応策を決定する

S-055

アリーナ屋根鉄骨支承部詳細図(2)

1/20(A1)
1/40(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

SB1

SB2
DB1

a

SB1

SB1

TP2

WP1

WB1

WB2

HV1

WP1

WB1

WP1 WP1

WH1

TP1

SB1

WP1

TP1

SB1

WH1

TV1

WP1

WP1 WP1

TP2

WB1 WB1 WB1

V1

WB2 WB2 WB2

WP1

WB1WB1WB1

V1

WH1 WH1 WH1

TP1 TP1

1) 特記なきサイズ・材質は、トラスサイズ伏図・部材サイズリスト参照の事

3) システムトラス部は、別図参照の事

4）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

7)『B』付表示のボルトは、普通ボルト『溶融亜鉛めっき』<強度区分4.6又は4.8>とする

6) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とし、[通し]表示は通しボルトとする

2) 各部詳細及び溶接は、取合詳細図・支承部詳細図参照の事

5) HTB 表示の高力ボルトは、 S10T 又は F10T とする

特記事項

仮想ポイント

S=1/20[a]取合詳細図[SB2]取合詳細図 S=1/20 S=1/20[WP1]取合・溶接要領図 S=1/20[DB1]取合詳細図

S=1/20[胴縁]取合詳細図

[SB1]取合詳細図 S=1/20

引付仮想ポイント

引付仮想ポイント

[特記] Y1 通り側上弦トラス芯関係図

800
16512.5

仕
上
天
端

[D
B1
]梁

天
端

800
16512.5

パラペット天端

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

下弦ボール芯

上弦ボール芯(仮想ポイント)

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(水下)
トラス引付仮想ポイント

上弦ボール芯(水下)
トラス引付仮想ポイント

16512.5
800

16512.5
800

1617
80.8

1FL+11350
1FL+11430.8

Y7 Y7aY2 Y4Y3

Y6Y5

Y1

Y1

Y1 Y1

Y1

X4

X6X5

（註記）本図は X5 通り(下弦材)周辺を示す

アリーナ屋根中間断面鉄骨詳細図

中間部 外端部継手部 継手部 中間部・端部継手部 上弦ボール部 下部取合 中間部・端部継手部

(ボルト接合)

リップ面取合部

中間部・端部 その他 その他継手部

2-M16『B』

(ピース)
L-130x130x9<SS400>

1-M16(B) 1-M16(B)

2-M16『B』
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25

4
2
5
(
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4
27
.4
)

上弦ボール

ベンドPL-12

リブPL-6

又は、埋込みボルトM22(B)
貫通ボルトM20(B) 上弦ボール

リブPL-6

埋込みボルトM22(B)

ベンドPL-12

リブPL-6

又は、埋込みボルトM22(B)
貫通ボルトM20(B)

2-M20(B) 2-M20(B)2-M20(B)
1-M16(B) 1-M16(B)

2-M12『B』 2-M12『B』

(ピース)
L-75x75x6<SS400>

上弦ボール 上弦ボール

又は、埋込みボルトM22(B)
貫通ボルトM20(B)

2-M20(B) PL-16x120x180
はさみ板

リブPL-6

ベンドPL-12

上弦ボール

PL-9

HTB 2x2-M20

G.PL-12
2x2SPL-9x75x170

HTB 2-M20
G.PL-9

リブPL-6

(ピース)
L-90x90x10<SS400>

2-M12『B』

2-M12『B』
PL-6

(ピース)
L-100x75x7<SS400>

(ピース)
L-100x75x7<SS400>

2-M12『B』

PL-4.5x80x110

ベンドPL-12

( )内 Y1通り側

上弦ボール芯

上弦トラス引付仮想ポイント

上弦ボール芯(水下)

トラス仮想芯(勾配             )
上弦トラス芯(勾配             )

上弦トラス芯(勾配               )

[-150x75x6.5x10

[組立加工]
[-150x75x9x12.5

2C-120x60x20x3.2 @2700

胴縁

柱部：H-150x150x7x10[組立加工]
梁部：BH-227x150x12x9[組立加工]

2L-65x65x6

C-100x50x20x2.3

□-100x100x3.2

C-120x60x20x3.2

L-65x65x6

SB1
SB2

SB1
SB2

SB1
SB2

SB1
SB2

WH1

WP1WP1

C-60x30x10x2.3 @1200以内

H-125x125x6.5x9

柱部：H-150x150x7x10[組立加工]
梁部：BH-227x150x12x9[組立加工]

H-125x125x6.5x9

[-180x75x7x10.5

2L-65x65x6
1-M16(ターンバックル付)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

Ａ

Ｂ

PL-9

PL-12

WP1

a a

a

SB2SB2SB2 SB2

DB1

DB1DB1 DB1 DB1

SB1 SB1

WP1

200 200 200 200 200 200 200 200

TP3TP3

TP3TP3

WB1 WB1

WP1

WH2

1) 特記なきサイズ・材質は、トラスサイズ伏図・部材サイズリスト参照の事

3) システムトラス部は、別図参照の事

4）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

7)『B』付表示のボルトは、普通ボルト『溶融亜鉛めっき』<強度区分4.6又は4.8>とする

6) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とし、[通し]表示は通しボルトとする

2) 各部詳細及び溶接は、取合詳細図・支承部詳細図参照の事

5) HTB 表示の高力ボルトは、 S10T 又は F10T とする

特記事項

Ａ部取合・溶接要領図 S=1/20

[WP3]取合・溶接要領図 S=1/20 S=1/20Ｂ部取合・溶接要領図

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(最頂部)

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

パラペット天端

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(水下)

上弦ボール芯(最頂部)

上弦ボール芯(最頂部)

パラペット天端

上弦ボール芯(最頂部)

軒高(1FL+9000)

X2 X3 X8

X9X8X1 X2 X3

X4 X7

X4 X7

（註記）本図は Y1 通り周辺を示す

アリーナ屋根側面断面鉄骨詳細図

（註記）

（註記）

アリーナ屋根中間断面鉄骨詳細図

本図は Y4+1512.5 通り(下弦材)周辺を示す

本図は Y5 通り(下弦材)周辺を示す

アリーナ屋根中間断面鉄骨詳細図

上部取合

6060
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350

150
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130

(ピース)
L-90x90x10<SS400>

HTB 2-M16
G.PL-9 HTB 2-M16

50

柱部：H-150x150x7x10[組立加工]
梁部：BH-227x150x12x9[組立加工]

2C-120x60x20x3.2 @2700

2xPL-4.5x185x200
フィラー

2xPL-4.5x185x200
フィラー

2[-125x65x6x82[-125x65x6x8

□-100x100x3.2 □-100x100x3.2

C-60x30x10x2.3 @1200以内

WB1

柱部：H-150x150x7x10[組立加工]
梁部：BH-227x150x12x9[組立加工]
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アリーナ屋根鉄骨詳細図(2)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

W
H
1

W
P
1

W
P
1

W
P
1

SB1

SB1

SB1 SB1
SB1

SB1
SB1

SB1

SB1

SB1

SB2

SB2

2
0
0

2
0
0

201 201

201 201 201 201 201 201 201 201

WH2

WB1
TP3

WB1
HV1

HV1HV
1

HV
1

WH2

WK1 WP1

WP1

WP1

WP1
WP2

WK1

WP2

WP1

HV
1

WP1

2
0
0

2
0
0

1) 特記なきサイズ・材質は、トラスサイズ伏図・部材サイズリスト参照の事

3) システムトラス部は、別図参照の事

4）PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

7)『B』付表示のボルトは、普通ボルト『溶融亜鉛めっき』<強度区分4.6又は4.8>とする

6) (B) 付表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とし、[通し]表示は通しボルトとする

2) 各部詳細及び溶接は、取合詳細図・支承部詳細図参照の事

5) HTB 表示の高力ボルトは、 S10T 又は F10T とする

特記事項

引付仮想ポイント

引付仮想ポイント

[特記] Y1 通り側上弦トラス芯関係図

パラペット天端

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(仮想ポイント)

800
16512.5

800
16512.5

パラペット天端

下弦ボール芯

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(仮想ポイント)

800
16512.5

800
16512.5

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

軒高(1FL+9000)

パラペット天端

上弦ボール芯(水下)

軒高(1FL+9000)

上弦ボール芯(水下)

上弦ボール芯(水下)

トラス引付仮想ポイント

トラス引付仮想ポイント

16512.5
800

16512.5
800

1617
80.8

1FL+11350
1FL+11430.8

Y2 Y3 Y4 Y7 Y7a

Y3 Y4 Y7Y2

X
1

X
1

X
2

X
2

X
1

X
9

X
8

Y1

Y7a

Y1

Y5 Y6

Y5 Y6

Y1

（註記）本図は X9 通り周辺を示す

アリーナ屋根妻面断面鉄骨詳細図

（註記）

アリーナ屋根妻面断面鉄骨詳細図

本図は X1 通り周辺を示す

上弦ボール芯

上弦トラス引付仮想ポイント

上弦ボール芯(水下)

トラス仮想芯(勾配             )
上弦トラス芯(勾配             )

上弦トラス芯(勾配               )

フィラー
2xPL-6x185x200

BH-148x150x9x9

□-150x150x6

フィラー
2xPL-6x185x200
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アリーナ屋根鉄骨詳細図(3)
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種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

3 4 43

7
5

8

8

1

22

6

1A

1B

9

5

5 5

60ﾟ

60ﾟ

35ﾟ 35ﾟ
45ﾟ 45ﾟ

45ﾟ
45ﾟ

60ﾟ60ﾟ

45ﾟ
45ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

裏はつりをする

手・CO2

T≦9

Ｉ形開先完全溶込み溶接5 手・CO2Ｋ形開先部分溶込み溶接76 レ形開先部分溶込み溶接 手・CO2

フレア溶接 手・CO28

手・CO2 手・CO2レ形開先完全溶込み溶接 レ形開先完全溶込み溶接 Ｋ形開先完全溶込み溶接2 3 4

手・CO2・SAW 手・CO21 1A 1B

開先基準図 （単位ｍｍ）（手：アーク手溶接，CO2：ガスシールドアーク半自動溶接，SAW：サブマージアーク自動溶接）

両面隅肉溶接 片面隅肉溶接両面異形隅肉溶接

T≦16

手・CO2・SAW

手・CO2

レ形開先部分溶込み溶接 手・CO29

5≦T

ST

S

S

S

S

T
1

S

S

裏あて金使用 裏はつりをする

h
h

T

2

T

2 2

h
h

T2

D1=2(T-2)/3

裏はつりをする

T

h
h

T S

d

ST

 3

 5

 4

1.6～2.3

S

4.0～4.5

3.2

T≦16 16＜T≦32

T≦19

T≦16

D
/ 3

/ 3
D

T
2

0～2 0～2
0～2

D
1

D
2

D
2

0～2

0～2

d/2

T
T

5T以上
かつ30mm以上

d/2

d
/2

D2= (T-2)/3

D
1

DT

D1=(T-2)/2

T

D
1

2

S
1

S
1

D
1

0～2

共通事項

 5

S

 6

T

 9

10

12

 7

12

14

16

 9

 6

 8

 9

10

 7

19

22

25

28

32

 9

10

12

 7

5(6) 6

12

14

16

 9

FB-9x38

2

T

h

FB-9x25
7

T

2

S
1

0～2

T
1

T2 T2
TはT1,T2いずれか薄い板厚とする。TはT1,T2いずれか薄い板厚とする。TはT1,T2いずれか薄い板厚とする。

（　）内はSAWの時を示す。

a) 開先のある溶接の両端では、健全な溶接の全断面が確保できるようにエ

ンドタブを取付ける。

ただし、その他の適切な方法により溶接端部の欠陥を防止しうると係員

が認めた場合は、この限りではない。

d)

c) アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接のエンドタブは、鋼製で

b) 隅肉溶接の端部は、まわし溶接を行なう。

まま残してもよい。

e) エンドタブは溶接終了後配筋などの後工程に支障が生じない限り、その

サブマージアーク自動溶接のエンドタブは継手と同じ形状で幅75mm以上

かつ板厚の3倍以上長さ150程度とする。

ただし鉄骨造で、見えかがりとなる箇所は5～10mm残して切断する。

1.溶接端部の処理

2.スカラップ

スカラップ半径は、r1=35mm、r2=10mmを標準とする。

r2
r1

r2

r1

継手と同じ形状とし長さ35mm以上とする。また鋼製エンドタブにかわり

固形フラックスタブまたは、セラミックスタブを使用してもよい。

管理許容差 限界許容差

隅

肉

溶

接

S
L

S
L

SL

図

突

合

せ

溶

接

h
h

h

B

B

S
L

0≦Δa≦0.4S

かつ4mm以下

0≦Δa≦0.6S

かつ6mm以下

･B＜15mm

 0.5mm≦h≦3mm

･15mm≦B＜25mm

 0.5mm≦h≦4mm

･25mm≦B

 0.5mm≦h

･B＜15mm

 0.5mm≦h≦5mm

･15mm≦B＜25mm

 0.5mm≦h≦6mm

･25mm≦B

 0.5mm≦h

  ≦(6/25)Bmm  ≦(4/25)Bmm

Δ
a

Δ
a

4.余盛(Δa,h)

T

19＜T

T
1

T
1

2

S
1

7

16≦T

S
2

S
2

S
2

S
2

3.補強すみ肉溶接(S1・S2)

　T≦40mmの場合は　S1=T/4 ,S2=T/8

　T＞40mmの場合は　S1=10mm ,S2=5mm

2

0～2

h

T

h

<超音波探傷試験対象外>

特記なき限り、本要領図はアリーナ屋根鉄骨のみに適用する

S-059

アリーナ屋根鉄骨開先基準図

-(A1)
-(A3)



ハト小屋詳細図   1/20

180 180

2-D13

D13D13

D10-@200

D13-@200

2-D13
2-D13

D13

D13-@200

D10-@200

2-D13
2-D13

4-D13

D10・D13-@200
D10・D13-@200

6

3

5

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

180

2-D13

※詳細寸法は意匠図による。

D10 @200ダブル

4-D13

D13 @200ダブル

(a)片持スラブ先端

180

D10に結束

D13 @200ダブル

(b)梁つきの場合

D10 @200ダブル

2-D13

4 出隅部補強要領図   1/20

 2

出隅部補強筋

出隅受け部
上端筋D13@100
下端筋D10@100

上端筋D13@200
下端筋D10@200

1,000

D

   -D13@200

   -D13@200

B

L2L2L2L2

A

A

A断面図

   -D13@200

   -D13@200

180

730

2-D13

4-D13

D10 @200ダブル

D13 @200ダブル

D13 @200

D10D13 @200

D10D13 @200

D10 @200

S2

180
2-D13

D10 @200ダブル

D13 @200ダブル

2-D13
D10D13 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

850

S1

梁側ブカシ 梁側ブカシ

D13-@200

2-D13

LB

腹筋：4-D13
巾止め筋：□-D10@1000

（d）H≦600の場合(屋外)

B

（d）H≦600の場合(屋内)

スラブ補強筋（※）

スラブ補強筋（※）

※スラブ補強筋はXY方向に配筋し、基礎両際に5-D13(L=400+2L )とする。1

タテ筋D13@200

ヨコ筋D13@200

構造スラブ上端

1-D13

D13-@200

L2

(べた基礎夕イプ) (げた基礎夕イプ)

L

4-D19

D13-@200

設備基礎配筋要領  1/20R階ケーブルラック基礎配筋要領  1/20

1 2

外構アリーナ周り腰壁の納まり詳細図  1/208

RFLレベル庇配筋詳細図  1/20

800

150
2-D13

L2

L3

D10 @200

D13@150(チドリ)

CS1

D13@150

D10@150

D10@200

※2FLレベルも同様の取合いとする

10X12通り袖壁の配筋詳細図  1/20

180

2-D13

  -D13@200L2

2-D13

  -D13@200L2

パラペット配筋図   1/20

7 球技用基礎配筋要領  1/20

主筋：8-D13
帯筋：D10@200

1-D13

AA

A断面図

L2 L2

3-D13

D10@200

540

540

9 外構土間コンクリート要領図  1/20

2-D132-D13 D10@200

1-D13D10@200
200

※印寸法は、意匠図参照

十分、転圧する

2階スラブのひび割れ補強要領図    1/5011

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

スラブ補強筋：上下D13@200

6,000

S-060

雑詳細図（1）

A1:1/50,1/20(A1)
A3:1/100 1/40(A3)



汚水槽　水勾配コンひび割れ補強要領図  1/203

L2

D13@200

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

1 土間コンピット配筋要領   1/20

砕石

捨てコン

D10-@200
D10-@200

十分、転圧すること

1FL-2,350

D10-@200
D10-@2002-D13

 D10-  -@200  D10-@200

 D10-@200

150 150

45°

排水溝詳細図  1/203

4 釜場配筋詳細図   1/20

※印寸法は、意匠図参照
t:耐圧版厚さ

45°

耐圧版と同配筋

※

※ t

t
t

3-D16

D13-  -@200

t

5 RF1L 階段2周り鉄骨柱と腰壁の取り合い詳細図  1/20

200

180
2-D13

290

D10 @200ダブル

D13 @200ダブル

柱芯 壁芯

S-061

雑詳細図（2）

1/20(A1)
1/40(A3)



H.T.B. 備 考

1. 鉄骨材質: SS400

鉄 骨 部 材符 号

鉄骨部材断面表
特記なき限り下記による

2. 溶融亜鉛メッキ高カボルト（F8T）

G.PL

P1

HB1

H-250×250×9×14

V1 1-M16 1-M16 PL-9

-2-D10

D13-@200

1-D13

A A

P1柱脚詳細図 S=1/30

RFL1

無収縮モルタル t=30

ダブルナット、フック付き
（塩ビキャップ＋シール）

PL-9 H.T.B 1-M16
V1

C-100×50×20×2.3@606

2C-100×50×20×2.3

2-M12（中ボルト）

X10+455

ピース：L-100x75x7

矢視図A A- S=1/30

600

フープ □-10@100

12-D19

ベースプレート詳細図 S=1/30

450

B.PL-25×450×450
A.BOLT 4-M20（L=600mm）

50
50

25050
50

目隠し壁詳細図

S-062

胴縁 C-100×50×20×2.3@606 2-M12 PL-6

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

H-250×250×9×14

S=1/100RFL1+1,100階伏図

1. 鉛直ブレース: V1

特記なき限り下記による

S=1/100RFL1+4,200階伏図

6,000

X9 X10

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2,6701,115 2,215

2,6701,115 2,215

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1
4
0

HB1 HB1

HB1 HB1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

      

  

  

  

  

  

  

  

      

6,000

X9 X10

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

2,6701,115 2,215

2,6701,115 2,215

2
,
8
2
5

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1
4
0

HB1 HB1

HB1 HB1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

H
B
1

P1 P1 P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1P1P1

455

S=1/100Y1-140軸組図

1. 鉛直ブレース: V1

特記なき限り下記による

455

6,000

X9 X10

2,6701,115 2,215

HB1 HB1

P1

455

8
2
0

1
,
2
7
5

4
,
2
0
0

RFL

P1 P1
HB1 HB1

S=1/100Y7a+545軸組図

1. 鉛直ブレース: V1

特記なき限り下記による

6,000

X9 X10

2,6701,115 2,215

HB1 HB1

P1

455

8
2
0

1
,
2
7
5

4
,
2
0
0

RFL

P1 P1
HB1 HB1

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

2,825

2,5002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500140

8
2
0

1
,
2
7
5

4
,
2
0
0

RFL

P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1
HB1

HB1

HB1 HB1 HB1 HB1 HB1 HB1

HB1

S=1/100X10+455 軸組図

1. 鉛直ブレース: V1

特記なき限り下記による

C-100×50×20×2.3@606 C-100×50×20×2.3@606

2-M20 PL-16

2
,
8
2
5

Y7a 5
4
5

2
,
8
2
5

2
,
8
2
5

Y7a 5
4
5

中ボルト

HB1 HB1 HB1 HB1 HB1

P2P2

Y7a

545

P2 H-200×100×5.5×8 2-M16 PL-6

P2P2P2P2P2P2

P2

P2

P2

P2

P2

P2

P2

P2

3. 鉄骨部材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

B TYPE

S.PL

A TYPE

10
40
40

G.PL
G.PLと同厚・同材質

40
40

10

接合タイプ

G.PLと同厚・同材質
G.PL

共通事項

A

A

A

A

横使い、水抜き孔φ30 @2500程度

目隠し壁詳細図



階段(1)詳細図

階段1詳細図

い 部詳細図 S=1/20

BPL-22×250×150

A.Bolt 3-M22 

c

GPL-19
HTB 3-M20 BPL-22×250×150

矢視図c S=1/20

150

75
50

GPL-19 A.Bolt 3-M22
(L=600 ダブルナット、フック付き )

25

あ 部詳細図 S=1/20

1FL

1FL+875

50

400

300

B.PL-22x250x400

A.BoLT  4-M20(SS400)ダブルナット、フック付き

B.PL-22x250x400

A.BoLT  4-M20(L=400 ダブルナット、フック付き )
b b

b 矢視図 S=1/20

PL-22×350

無収縮モルタル t=30

PL-9

50

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

Y5

Y4

Y3

X10

UP

6,000

X11

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

Y5

Y4

Y3

X10

6,000

X11

S=1/1001階伏図

S=1/1002階伏図

A

A

A

A

1FL

2FL

5
,
0
0
0

5,000 5,000

Y3 Y4 Y5

あ 部

い 部

S=1/100A断面図

SP20 SP20

B B

X10

6,000

X11

1FL

2FL

5
,
0
0
0

B B

D
N

S=1/100B断面図

根太
FB-9@450(井形)

PL-22×350

PL-22×350

C

C 拡大図 S=1/20

S-063

H.T.B. 備 考

1.鉄骨材質: SS400

鉄 骨 部 材符 号

鉄骨部材断面表
特記なき限り下記による

2.高力ボルト:F10T

G.PL

SP20 H-200×200×8×12

B TYPE

S.PL

A TYPE

10
40
40

G.PL
G.PLと同厚・同材質

40
40

10

接合タイプ

G.PLと同厚・同材質
G.PL

共通事項

間柱の取合い詳細図 S=1/20

SP20

1FL

250

50 150 50

B.PL-19x250x250(SN400B)

A.BoLT  2-M20(SS400)

H-200×200×8×12

B.PL-19x250x250

A.BoLT  2-M20(L=400 ダブルナット、フック付き )

a a

a 矢視図 S=1/20

無収縮モルタル t=30

b b

ササラ　PL-22x350

G.PL-22

HTB 3-M20

250

50 150 50

B.PL-19x250x250(SN400B)

A.BoLT  2-M20(SS400)

b 矢視図 S=1/20

G.PL-9

HTB 2-M20

Rib.PL-12

SP20

2-M20 PL-9A

根太
FB-9@450(井形)



階段2詳細図

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

X10

5
,
0
0
0

Y7

Y6

S=1/100R1階伏図

X10

5
,
0
0
0

Y7

Y6

階段(2)詳細図

A

400

25 25350

50 150 50

B.PL-22x150x400

A.BOLT 3-M16(L=320)

ダブルナット、フック付き

b 矢視図 S=1/20

B.PL-22x150x400

A.BOLT 3-M16(L=320)

ダブルナット、フック付き

b b

ア 部詳細図 S=1/20

PL-12x300

2FL

150

D13@200

X10

5
,
0
0
0

Y7

Y6

S=1/1002階伏図

A A

UP

A A

D
N

PL-12x300

イ 部詳細図 S=1/20

SB25

G.PL-16

HTB 3-M20

PL-6

Rib.PL-9

根太L-75x75x6@400 
G.PL-6、HTB2-M16

ウ 部詳細図 S=1/20

PL-12x300

BPL-19×400×300

矢視図a S=1/20

300

50
200

50

PL-12
A.Bolt 4-M20 L=400

A.Bolt 4-M20 L=400
無収縮モルタル t=30

ダブルナット、フック付 a

30

ダブルナット、フック付

根太L-75x75x6@400 
G.PL-6、HTB2-M16

GPL-12
HTB 4-M16

SP20 SP20

SP20 SP20

SP20 SP20

SP20 SP20

A

S
B
2
5

S
B
2
5

S
B
2
5

S
B
2
5

S=1/100中間階伏図

H.T.B. 備 考

1.鉄骨材質: SS400

鉄 骨 部 材符 号

鉄骨部材断面表
特記なき限り下記による

2.高力ボルト:F10T

G.PL

SP20 H-200×200×8×12

SB25 H-250×125×6×9 2-M20 PL-16

S-064

A

B TYPE

S.PL

A TYPE

10
40
40

G.PL
G.PLと同厚・同材質

40
40

10

接合タイプ

G.PLと同厚・同材質
G.PL

共通事項

X10

RFL1

2FL

S=1/50A断面図

イ 部

ウ 部

ア 部

間柱の取合い詳細図 S=1/20

SP20

2FL

25 200 25

250

H-200×200×8×12

B.PL-19x250x250

A.BoLT  2-M20(L=400 ダブルナット、フック付き )
a a

a 矢視図 S=1/20

無収縮モルタル t=30

b b

25 200 25

250

b 矢視図 S=1/20

B.PL-19x250x250(SN400B)

A.BoLT  2-M20(SS400)

G.PL-9

HTB 2-M16

B.PL-19x250x250(SN400B)

A.BoLT  2-M20(SS400)

GPL-16

HTB 2-M20

Rib.PL-12



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

屋外階段1・屋外階段3詳細図

5
,
0
0
0

8
0
0

4,175

Y8 Y7a

設計GL

1FL

2FL

5
,
0
0
0

8
0
0

5,700

X1 X2

設計GL

1FL

2FL

4
,
0
0
0

RFL1

4
,
0
0
0

RFL1

D10-@200

イナズマ筋

D10-@200

下端筋

2-D13

1-D13

Sec C

200

KW20

DD

端部補強筋 縦筋 D13@150
横筋 □-D13@200

4-D16
端部補強筋
4-D16

KW20

S=1/20階段配筋詳細図

Sec D

2-D13

D10@200

D10@200

1-D13

C

あ

2,400

部詳細図

S=1/100A - A  断面図

S=1/100B - B  断面図

KW20

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号 KCB1

元端・中央

200x500

2-D19

2-D19

2-D19

-

-

□-D10@200

先端

2-D19

2-D19

-

-

200x250

KCB1

KCB1

5,700

X1 X2

4
,
1
7
5

Y8

Y7a

S=1/1001 階階段伏図

A A

B

B

KW20

B8

2
,
8
2
5

Y7

1,550

5,700

X1 X2

4
,
1
7
5

Y8

Y7a

S=1/1001FL+3,080 階段伏図

A A

B

B

KW20 KCB1

5,700

X1 X2

4
,
1
7
5

Y8

Y7a

S=1/1002 階階段伏図

A A

屋外階段3

設計GL

1,200

Y7a

270 300 300

1FL

D10@200

2-D13

2-D13

1-D10

D13@200

3-D19

3-D19

S=1/20屋外階段3配筋詳細図

E

D10-@200

イナズマ筋

D10-@200

下端筋

2-D13

1-D13

Sec E

X1

設計GL

1FL

梁上フカシ

D10@200

D10D13@200

KCB1

踊
り
場
は
柱
際
に

水
平
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
る

踊
り
場
は
柱
際
に

水
平
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
る

スラブ際に水平スリットを設ける

柱際に水平スリットを設ける

あ 部

1
,
0
0
0

水
平
ス
リ
ッ
ト
ま
で
は

階
段
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
る

1
,
0
0
0

スラブ補強筋：上下D13@200

B
2

S-065

屋外階段1・屋外階段3詳細図

A1:1/100,1/20(A1)
A3:1/200 1/40(A3)



屋外階段4詳細図

屋外階段4詳細図

特記なき限り

1.溶融亜鉛めっき工法とする。

2.鉄骨材質はSS400,HTBはF8Tとする。

S-066

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

6,000 9,000 3,000

X10 X11 X12 X13

Y1

U
P

D
N

AA

1FL

2FL

1階伏図

6,000 9,000 3,000

800

X10 X11 X12 X13

S=1/1002階伏図

S=1/100

S=1/100A断面図

S=1/100基礎伏図

GL

い 部

は 部

い 部詳細図 S=1/20

PL-19

SCG34

2FL

G.PL-19
HTB 3-M20（中ボルト）

ルーズホールL=±50mm

PL-19x300

4,680 4,320

6,000 9,000 3,000

1,800

X10 X11 X12 X13

4,680 4,320

6,000 9,000 3,000 800

X10 X11 X12 X13

4,680 4,320

5
,
6
5
0

PL-19x300

GL

400

30 30340

55 145 55

B.PL-22x160x400

A.BOLT 3-M20(L=400)

ダブルナット、フック付き

a 矢視図 S=1/20は 部詳細図 S=1/20

aa

145

PL-6曲げ加工

基礎下端

D13@200

FC1

1,500
D13@200

D13@200

bb

750

5-D22

b 矢視図 S=1/20

    -D13@100

2  -D13
  -D13@100

礎柱主筋本数-D13

無収縮モルタルt=30

捨てコンクリート50mm

敷き砂利60mm

5
,
0
0
0

8
0
0

3
5
0

4,680 4,320

ろ 部

H-150x150x7x10

PL-19x300

G.PL-19

HTB 2-M20

ろ 部詳細図 S=1/20

SC20

G.PL-19

HTB 2-M20

PL-19x300

H-150x150x7x10

PL-16

850 850

PL-16

フランジは裏はつりとする

(SN400B)
(SN400B)

ロ-200x200x9
(BCR295)

Y1

5
,
6
5
0

Y1

5
,
6
5
0

1,500

3
0
0

SC20

2
,
4
0
0

2,400

1
,
4
5
0

FC1

FC1

1
,
7
0
0

基礎下端

3.    印は埋戻しを示す。

SC20

FC1

SC20

FC1

根太
FB-9@450

根太
FB-9@450

1,200 800

1
,
1
3
0

1,200 1,800

側溝

1
,
2
0
0

FC1

1,500

4.A.BOLT材質はSNR400とする。

1,200

5.基礎の直下に十分を締め、地耐力は100kN/m2以上を確保する 。

6.基礎底レベルにて地耐力が確保できない場合、支持層・地耐力が確保できる層まで、ラップルコンクリート、浅層改良等で地盤改良を行う。 

PL-19



梁貫通補強要領図

-(A1)
-(A3)

S-067

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。
（ｄ）孔は、柱面から原則として1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし基礎梁は1ｍ以上、壁付帯梁は1D以上とする。

（ｅ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｆ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｇ）補強筋は、主筋の内側とする。　　　また、鉄筋の定着長さは、図2による。

（ｈ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

（ｉ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図1による。

（ｋ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

梁貫通孔の配筋

図1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

D

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し
溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋
縦筋

横筋
斜め筋

図2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-□-D13@1002-2-D13

4-2-D13 2-2-D13

　　　開口部を避けて配筋出来る場合において構造図に特記されたものは、補強を省略することができる。

（ｊ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

梁貫通孔の補強形式

45゜ 45゜

図3 他の開孔を設けない範囲

(a) 梁貫通孔の補強形式は表1により、種別の適用、箇所数等は左表による

図4　孔の上下方向の位置の限度

d
d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

人通孔の補強要領図

H8

H9

8-2-D22

8-2-D25

2-2-D13

8-2-D13

8-2-D13

（ｍ）既製品を使用する場合は、構造計算により安全性を確認した上で、設計者又は監理者の承諾を得る。

D

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

凡　

例

1600×1800

【基礎梁人通孔の補強要領リスト】  

階 符号 BxD ｽﾘｰﾌﾞ径 ｽﾘｰﾌﾞ個数 補強要領

H7

1F

FG8B 600

3600×1800 H7

1F

FG2 600

1600×1800 H8

1F

FG8A 600

4600×1800 H71F FG11 600

6600×1800 H81F FG12 600

2-□-D13@100

2-□-D13@100

（ｌ）梁スリーブ補強筋と直行小梁躯体が干渉しないよう十分距離を確保する。

　　a) 貫通孔の最大径は、原則PC大梁せい：Dの1/5以下とする。（図1参照）

1.貫通孔は、下記の規定にならって計画する。

　　c) 貫通孔の間隔は、中心距離は、貫通孔径の合計の1.5倍以上かつ、梁せい：D以上とする。（図2参照）

　　d) PC大梁の内法スパン両端からPC大梁せい：Dの2倍の範囲に貫通孔は設けない。（図3参照）

　　e) PC大梁の貫通孔補強は、別途検討を行い配筋量を決定する。

PC大梁貫通孔要領

　　b) シースとのかぶりを確保するため、貫通孔の外面とシース外面は、60(mm)以上離す。（図1参照）

・PC大梁に貫通孔を設ける場合は、監理者に承認の上、次の要領に従って計画する。

Ｄ／５以下

シース外面
Ｄ／３

以　上

Ｄ／３

以　上

６０ｍｍ以上

シース貫通孔

かつ、梁せい：Ｄ以上

φ1 φ2

(φ1+φ2)x1.5　

図2

ＰＣ大梁断面

図1 図3

柱

梁
せ
い
：
Ｄ

梁貫通孔可能範囲２Ｄ ２Ｄ

ＰＣ大梁

φ

PC大梁

軸補強筋

30d

弦材せん断補強筋

下
弦
材

貫通孔周辺せん断補強筋

各部材のスターラップに
換えて配筋する。

上
弦
材



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

スロープ1詳細図

5,600 5,600 5,700 6,000

7
,
0
0
0

Y1

1/12勾配

1,500 3,700

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1,200 4,500

設計GL(106.042)

1FL(106.842)

8
0
0

8
4
0 9
0

6
6
0

A A

X6 X7 X8 X9 X10

B

B

S=1/1001 階床梁伏図

S=1/100A - A  断面図

1,5004,5003005,300400

5,600 5,600 5,700 6,000

1,500 3,700 1,200 4,500

X6 X7 X8 X9 X10

1,5004,5003005,300400

1FL+840 1FL+90

1FL(106.182)

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

3,000

X12 X13

Y2

Y3

Y4

Y5

スロープ2・屋外階段(2)詳細図

6
0
0

1.コンクリート：Fc27 

特記なき限り下記による

2.鉄筋：SD295

3.基礎の直下を十分締め、地耐力は100kN/㎡以上を確保する。 

200900 900

2,000

D10-@200

D13-@150

D10-@150

D10-@200

D13-@150

D13-@200ダブルD16-@150ダブル

S=1/20B - B  断面図

捨てコンクリート

設計GL(106.042)

4-D13

2-D132-D13

地盤改良

（必要地耐力を確保できた場合、省略を可とする。）

C

C

D

D

8
0
0

5,000

Y2

設計GL

1FL

Y3

2,500 600

(300×2)

1,900

S=1/100C - C  断面図

3
0
0

5
0
0

ア

D13@200

D10@200D10@200

1-D13

D10-@300

D10D13@200

D10@200D10@200

S=1/20ア 部配筋詳細図

D10@200

D13@200

D10@200
S1

S=1/1001 階床梁伏図

S=1/100D - D  断面図

5,000

Y3 Y4

設計GL(106.042)

1FL(106.842)

8
0
0

5
0
0

500

500

1FL(106.842)

8
0
0

設計GL(106.042)

2,910

X12

S=1/100E - E  断面図

S1
S1

S1

S1

基礎底

EE

W18

1
,
2
0
0

S1

500

WB1

7
5
0

1FL-660

4.基礎底レベルにて1ヶ所平板載荷試験を行い、地耐力を確認する。

5.基礎底レベルにて地耐力が確保できない場合、支持層・地耐力が確保できる層まで、

  ラップルコンクリート、浅層改良等で地盤改良を行う。

200

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号 WB1

全断面

200x600

2-D13

2-D13

-

-

2-D10@200

2-D10

1
,
0
0
0

S-068

スロープ・屋外階段2詳細図

A1:1/100,1/20(A1)
A3:1/200 1/40(A3)



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

S-069

トラス支承納まり詳細図

RFL1:X4/Y1 トラス支承納まり詳細図

X4

Y1

C13

主筋：

HOOP：

28-D25

D13-  -@100
G21

上端筋： 5-D25+2-D29

下端筋： 5-D25+2-D29
スターラップ： D13- -@200
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1
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900x740
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RFL1:X9/Y5 トラス支承納まり詳細図
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X9

C12

主筋：

HOOP：

18-D25

D13-  -@100

850x850

Y5

PG1A

上端筋： 4-D25

下端筋： 4-D25

850x950
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PC定着具
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上端筋： 5-D25+2-D29

下端筋： 5-D25+2-D29
スターラップ： D13- -@200

900x740
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300 550
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800
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RFL1:X1/Y5 トラス支承納まり詳細図
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RFL1:X4/Y7a トラス支承納まり詳細図
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キュービクル基礎詳細図

S=1/50キュービクル基礎伏図

5
,
4
0
0

3,600

H.T.B. 備 考

1. 鉄骨材質: SS400

鉄 骨 部 材符 号

鉄骨部材断面表

特記なき限り下記による

2. 溶融亜鉛メッキ高カボルト（F8T）

G.PL

B1 H-250×250×9×14 2-M20 PL-9

1
,
9
0
0

種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

2,000800 800
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B1
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B1

B1

B
1

B
1

B
1

B
1

B
1

B
1

3,600

2,000800 800

8
0
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,
0
8
0

RFL

2
5
0

B1

S=1/50A - A 断面図

4
0
0
5
0

4
5
0

3
0イ

AA

A

A.Bolt 4-M16 (L=320)
ダブルナットフック付

無収縮モルタル　t=30

H -250×250×9×14

D10@100

a

矢視図 S=1/20ア

H -250×250×9×14

断面 S=1/20aa

A.Bolt 4-M16(L=320)
ダブルナットフック付

A.Bolt 4-M16(L=320)
ダブルナットフック付

無収縮モルタル　t=30

H -250×250×9×14

D10@200

矢視図 S=1/20イ

50 50
150

a

（塩ビキャップ+シール）

（塩ビキャップ+シール）

G.PL-9 G.PL-9

（塩ビキャップ+シール）

1-D13 1-D13

A　部詳細図 S=1/20

600

フープ □-D10@100

12-D22

A

1,000

D13@200 D13@200

スラブ補強筋D13@200 スラブ補強筋D13@200

PL-9

S-070

1. 床はファインフロア(H=40)とする。

特記なき限り下記による

3. 鉄骨部材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

共通事項

ア

B TYPE

S.PL

A TYPE

10
40
40

4
0 E

@
6
0

4
0

E

G.PL
G.PLと同厚・同材質

40
40

10

@
6
0

E4
0

接合タイプ

E4
0

G.PLと同厚・同材質
G.PL

3．継手部にて、1mmの板厚差がある場合は、フィラープレートにて締付厚さを調整する。

2．継手部のクリアランスは、10mmする。

4．鉄骨材質 SS400

1．高力ボルト本数　及び　スプライスプレ－トは、端部・中央の部材断面の

小さい方により決定し、下記の継手表により選定する。

スプライスプレートの材質は母材と同材質とする。

5．高力ボルトセットの諸元は下記による。

種　別 ピッチ(P)

M16

M20

M22

60

60

60

エッジ(e) 孔　径

40

40

40

18

22

24

備　考

F8T相当

鉄骨継手基準図

一般事項

梁継手基準-1　（フランジ及び、ウェブの継手）
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S.PL-2

S.PL-1

S.PL-2

S.PL-3

S.PL-1

備　考
ウェブフランジ

H.T.B(nF) スプライス(S.PL-2) スプライス(S.PL-3)スプライス(S.PL-1) P1E1H.T.B(nW)

断　面

タイプ Cタイプ Bタイプ A

タイプ H タイプ I タイプ J

H-250×250×9×14 A 4x2-M20 PL- 12x250x530 2PL- 12x100x530 I 2×2-M20 95 60 2PL- 9x140x290

キュービクル架台詳細図

1,000

ササラ：PL-12x250

2.      は剛接合を示す。

J



種別

通し番号

図面名

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事
工事名称

作成日 縮尺

2024.03

雑鉄骨詳細図 
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0
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3
,
0
2
5

2
,
1
7
5

Y6

Y7

Y8

6,0006,000

X9 X10 X11

1,275 2504,725

特記なき限り下記による

1.〇印は吊り材：ロ-100x100x6を示す

BPL-19×400×300

矢視図a S=1/20

300

50
200

50

H-200x200x8x12(SS400)

防球ネット詳細図 S=1/20

A.Bolt 4-M22(SNR400) L=440

ダブルナット、フック付き

A.Bolt 4-M22(SNR400) L=440

ダブルナット、フック付き

H-200x200x8x12(SS400)

a Rib.PL-9

b

A.Bolt 4-M20(SNR400) L=400

ダブルナット、フック付き

矢視図b S=1/20

バスケゴール詳細図 S=1/20

PL-9

PL-9

725(300)

Y1(Y7a)

f BPL-19×350×250

矢視図f S=1/20

250

50
150

50

A.Bolt 4-M20(SNR400) L=400

ダブルナット、フック付き

硬質ゴムt30（硬度90）

硬質ゴムt30（硬度90）硬質ゴムt30（硬度90）

2.     印は振れ止め材：ロ-100x100x4.5を示す

3,000

3,400

150 1,550 1,550 150

支柱：H-100x100x6x8支柱：H-100x100x6x8

支柱：H-100x100x6x8

横架材：[-100x50x5x7.5

横架材：[-100x50x5x7.5

200

50

B.PL-16x150x200

A.BoLT  2-M16 L=320

e

50100

振れ止め材：H-100x100x6x8

A

振れ止め材： 
H-100x100x6x8

振れ止め材： 
H-100x100x6x8

振れ止め材： 
H-100x100x6x8

1.鉄骨材質：SS400

2.A.Bolt：SS400

特記なき限り下記による

矢視図e S=1/20

無収縮モルタル t=30

ダブルナット、フック付き

ロ-100x100x4.5

取付梁　ロ-100x100x6

吊り材：ロ-100x100x6

BPL-16×200×300

300

50
200

50

□-100×100×6 A.Bolt 2-M16 L=320
ダブルナット、フック付き

RCと取り合い詳細図 S=1/20

サンドバック吊りレール　
レール受梁：ロ-100x100x6

ロ-100x100x6

サンドバック吊りレール　
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